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為政者のみならず、さまざま  な人々が
　　つくりあげてきた歴史を、 生き生きと描いた教科書

人々のたくま　しい姿が見える、時代の息吹が聞こえる
⬆p.90-91　タイムトラベル⑥　室町時代を眺めてみよう（15世紀ごろのある場面）【原寸大】
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その時代の社会の様子を、絵画や写真、遺構などの
歴史的資料に基づいて描いた「タイムトラベル」を設けています。
イラストで時代のイメージを視覚的に捉えられるようにしています。1

特 色

時代の特色がわかる「タイムトラベル」
人々の営みが大観できるイラスト資料・イラスト地図

原寸大

⬇⬇p.134-135p.134-135

65



「次の場面を探してみよう！」
本文に掲載されている、その時代の重要な場面を確
認することで、時代の特色をつかむ問いの設定につ
なげることができます。

時代を概観する解説
イラストを見る際の着眼点を示し、時代を概観
できるようにしています。また、現在との共通
点や相違点に着目できるようにしています。

「見方・考え方」
前の時代との変化に気付くことで、時代の特
色を考えられるようにしています。

「歴史的な見方・考え方」を働かせる場面であ
ることを示しています。

「さくいんグリッド」
本文に掲載されている事象を地図帳の
索引記号のように、記号を使って位置
を確認できるようにしています。

⬆p.134-135

1
特 色

時代の特色がわかる「タイムトラベル」
人々の営みが大観できるイラスト資料・イラスト地図 「タイムトラベル」では、イラストからその時代の特色をつかむための

着眼点や学習活動を設けています。
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江戸時代を眺めてみよう
（17～18世紀ごろのある場面）

次の場面は、ア〜カのどれに当たるか、（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

次の場面を探してみよう！
さが

■ア

■イ

8
安土桃山時代 p.114〜115

明治時代 p.184〜185

ここに
QRコード
が入ります

①　江
え

戸
ど

から領
りょう

地
ち

へ戻
もど

る武
ぶ

士
し

の一行が、街
かい

道
どう

を歩いています。�(　　)
②　百

ひゃく

姓
しょう

たちが決められた量の米を、俵
たわら

に詰
つ

めています。� (　　)
③　さまざまな工

く

夫
ふう

された農具を使って、稲
いね

を脱
だっ

穀
こく

しています。�(　　)

④　海岸の近くに、綿
めん

花
か

の畑が広がっています。� (　　)
⑤　百姓がお金を払

はら

って、新しい�くわ�を買っています。� (　　)
⑥　旅人が手にした案内書を見せて、道を聞いています。�(　　)

①→p.125、140　②→p.136　③→p.138　④→p.139、147　⑤→p.138、147　⑥→p.152ヒントヒント

134

07中歴_134-135-タイムトラベル.indd   13407中歴_134-135-タイムトラベル.indd   134 2023/03/24   20:182023/03/24   20:18

1
特 色

時代の特色がわかる「タイムトラベル」
人々の営みが大観できるイラスト資料・イラスト地図

⬆p.134-135

⬆p.138

⬆p.136

⬆p.152

⬆p.147

経済

政治

文化

「タイムトラベル」のイラストは本文ページの学習と関連しています。各時代の政治・経済・文
化の内容について、文章だけではイメージしづらいことも、イラストで視覚的に確認すること
で理解が深まるようにしています。

参照記号
本文の学習で「タ
イムトラベル」の
場面と関連する内
容にはイラストの

「さくいんグリッ
ド」（本資料p .7-
8）を示す赤色の参
照記号を付けてい
ます。

「次の場面を探し
てみよう！」(本資
料p.7-8）で示さ
れた場面を本文で
確認することで、
時代の特色をイラ
ストと本文からつ
かめるようにして
います。

「次の場面を
探してみよう！」
の確認
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明治時代を眺めてみよう
（1880～90年代のある場面）

次の場面は、ア〜カのどれに当たるか、（　）に記号を入れてみよう。

CBA

3

1

2

次の場面を探してみよう！
さが

■ア

■イ

■ウ

9
江戸時代 p.134〜135

大正〜昭和初期 p.236〜237

ここに
QRコード
が入ります

①　たくさんの繭
まゆ

を、製
せい

糸
し

工場に運んでいます。� （　　）
②　町の奥

おく

に、西洋建
けん

築
ちく

の教会があります。� （　　）
③　装

そう

備
び

を整えた軍隊が、行進しています。� （　　）

④　子どもたちが、教室で授
じゅ

業
ぎょう

を受けています。� （　　）
⑤　警

けい

察
さつ

官が、力ずくで演
えん

説
ぜつ

会を中止させています。� （　　）
⑥　駅のホームに、「S

シルク

ILK」と書かれた荷物が積まれています。�（　　）
①→p.214　②→p.191　③→p.189　④→p.190　⑤→p.200　⑥→p.214ヒントヒント

184

07中歴_184-185-タイムトラベル.indd   18407中歴_184-185-タイムトラベル.indd   184 2023/03/24   20:202023/03/24   20:20

明
めい

治
じ

時代に入って、まち並
な

みや人々の様
子が大きく変わったね。現

げん

在
ざい

と似
に

ている
物はどれだろう。

D E F

　近
きん

代
だい

にやってきました。町の様子が急速に変わり、
より大きく社会の印

いん

象
しょう

が変わったようです。ここは、
明
めい

治
じ

時代のある地方都市です。ちょうど、町の中心
部にある駅には列車が到

とう

着
ちゃく

したようです。

■オ

■エ

■カ

　江
え
戸
ど
時代から明治時代に移

うつ
り

変わって、どのような点が変化し
たでしょうか。また、なぜそのように変化し
たのでしょうか。例えば以下の点などに注目
し、周りの人と話し合ってみましょう。
・建物の様子や人々の服

ふく
装
そう

・場面■イのような戦いの役
やく
割
わり
を担
にな
う人々

見方・
考え方

!

対話

185

07中歴_184-185-タイムトラベル.indd   18507中歴_184-185-タイムトラベル.indd   185 2023/03/24   20:202023/03/24   20:20

古代から現代まで主要な12の時代をそろえています。
各時代の政治・経済・文化を描いたイラストで時代の特色をつかめるようにしています。1

特 色

時代の特色がわかる「タイムトラベル」
人々の営みが大観できるイラスト資料・イラスト地図

縄文時代・弥生時代（p.26-27） 奈良時代（p.36-37） 平安時代（p.52-53） 鎌倉時代（p.64-65）

室町時代（p.90-91） 安土桃山時代（p.114-115） 江戸時代（p.134-135） 明治時代（p.184-185）

大正～昭和初期（p.236-237） 第二次世界大戦期（p.250-251） 高度経済成長期（p.276-277）

政治

経済

文化

政治

経済

文化

政治

経済

文化

たて穴住居（定住）

一揆

労働争議

狩り

日明貿易 馬借 明銭の流通 牛耕

縄文土器

茶の湯・生け花・畳

映画（大衆文化）

労役

検地

戦地への出征

官道の整備

城下町

職人

国分寺

南蛮人

マスメディア（新聞社）

浄土信仰

貴族 農民と年貢環濠集落（クニ）

町衆の寄合

男子普通選挙

高床倉庫（稲作）

まじない（青銅器）

庸・調の運搬

刀狩

国民学校 女性の選挙権・参政権

口分田の耕作

ますの統一

水車（灌漑） 市

鉄道輸送 製糸工場

学制 西洋建築の教会

徴兵令 演説会

僧侶

天守

年中行事

参勤交代 百姓と年貢

東海道新幹線の開通と東京オリンピックの開催重化学工業と公害 集団就職

民への説法（鎌倉仏教）

碁盤の目状の都

農具の発達 貨幣の普及綿花栽培（商品作物）

団地 テレビの普及

工業の発展 金融恐慌都市交通 配給制 物資の献納戦時下の交通

品物の取引

識字率の高さ

農村の自衛 武士の館
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「タイムトラベル」の世界版として
「世界とのつながりを考えよう イラスト編」を新設しました。
時代を象徴する場面を探すことで、
世界史でも時代の特色を視覚的に捉えられるようにしています。1

特 色

世界の歴史がイメージできる「世界とのつながりを考えよう イラスト編」
人々の営みが大観できるイラスト資料・イラスト地図

原寸大

NEW
⬇⬇p.168-169p.168-169

1413



1
特 色

都市の様子から日本への影響を考えられます。教科書
本文とのおもな関連事項と関連ページを示しています。

「次の場面を探してみよう！」
「ヒント」で示す本文を見ながら、時代を象徴
する重要な場面を探すことで、世界の歴史へ
の理解が深まるようにしています。

「さくいんグリッド」
「タイムトラベル」（本資料p.7-8）と同じ
ように記号を使って本文に出てくる事
象の位置を確認できるようにしています。

⬆p.50-51

「見方・考え方」
日本との関連や影響を与えたと思うものを
探し、話し合う学習活動を設定しています。

「歴史的な見方・考え方」を働かせる場面で
あることを示しています。

描かれている場面の解説と
「主な関連事項と関連ページ」

世界の歴史がイメージできる「世界とのつながりを考えよう イラスト編」
人々の営みが大観できるイラスト資料・イラスト地図 時代を象徴する場面を描いたイラストから、

日本との関連をつかむための解説や学習活動を設けています。
NEW
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1
特 色

世界とのつながりを考えよう イラスト編　
産業革命期のイギリス

タイムトラベル⑨　明治時代を眺めてみよう

⬆p.168-169

⬆p.190

⬆p.188

⬆p.184-185

世界の歴史がイメージできる「世界とのつながりを考えよう イラスト編」
人々の営みが大観できるイラスト資料・イラスト地図

「タイムトラベル」と見比べて、日本と世界の共通点や相違点を探すことで、
相互の関連をつかめるようにしています。

ポイント
「近代前半」の「学習を振り返ろう」では、
「近代国家の建設」をキーワードに日本
の明治時代と産業革命期のイギリスを見
比べる学習活動を設定しています。
日本がイギリスから受けた影響を見るこ
とで、日本が欧米諸国に追いつこうと努
力して近代化していった様子を確認でき
るようにしています。

⬆p.225「学習を振り返ろう」より
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地図とイラストによるイラスト世界地図「世界とのつながりを考えよう 地図編」を
設置して、日本の歴史を世界の中に位置づけて見ることができるようにしています。1

特 色

世界が一望できる「世界とのつながりを考えよう 地図編」
人々の営みが大観できるイラスト資料・イラスト地図

「タイムトラベル」同様、地図帳の索引記号のように
記号を使って位置を確認できるようにしています。

原寸大

⬇⬇p.44-45p.44-45

2019



1
特 色

⬆p.44-45 ⬆p.50-51

同じ時代の「世界とのつながりを考えよう イラスト編」と見比べることで、
物や文化がどのような経路で日本に運ばれてきたのかが確認できます。

「世界とのつながりを考えよう」 掲載ページ一覧（全6か所）
ページ タイトル

p.44-45 ８世紀ごろの世界～地図編①～

p.50-51 唐の都 長安～イラスト編①～

p.78-79 13世紀ごろの世界～地図編②～

p.110-111 16世紀初めごろの世界～地図編③～

p.168-169 産業革命期のイギリス～イラスト編②～

p.172-173 19世紀ごろの世界～地図編④～

NEW

NEW

NEW

世界が一望できる「世界とのつながりを考えよう 地図編」
人々の営みが大観できるイラスト資料・イラスト地図

中国から伝わった漢字が、日本を含む
東アジア共通の文化になったことがわ
かります。

ポイント
このページでは、西アジアでつくられた
といわれるコップ（瑠璃杯）がシルクロー
ドを通り、長安を経由して日本に伝来し
たことが、地図から読み取れます。

ペルシャ シルクロード 長安 日本
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歴史
を   ろう探

歴史
プラス 生糸で財

ざい
を成した 

横
よこ

浜
はま

商人
　八王子の生糸は横浜港から外国
へ輸

ゆ
出
しゅつ
され、横浜の商人は生糸貿

ぼう

易
えき
で大きな富を蓄

たくわ
えました。なか

でも原
はら
善
ぜん
三
ざぶ
郎
ろう
とその孫

まご
娘
むすめ
の婿
むこ
富
とみ
太
た

郎
ろう
は、生糸の生産まで手がけ、後
に富
とみ
岡
おか
製
せい
糸
し
場
じょう
などを所有し、生糸

貿易で財
ざい
を築
きず
いた豪

ごう
商
しょう
として有名

です。

　米づくりに適
てき

さない土地だった八王子では、古くから桑
くわ

が栽
さい

培
ばい

され、養
よう

蚕
さん

が盛
さか

んで、「桑の都
みやこ

」（桑
そう

都
と

）とよばれてい
ました。さらに八王子はほかの生糸生産地（現

げん
在
ざい

の群馬県
や長野県、山梨県など）と江

え
戸
ど

を結ぶ地点にありました。
そのため、江戸時代から生糸の取り引きが盛んで、多くの
生糸商人が活

かつ
躍
やく

しており、特に八王子の鑓
やり

水
みず

の商人は有名
でした。開国前にもかかわらず、鑓水には、西洋風の建物
がつくられていました。
　横

よこ
浜
はま

の開港によって生糸の輸
ゆ

出
しゅつ

が始まると、各地で養蚕
ブームが起こりました。八王子の生糸の生産・取り引きも

増
ふ

え、「絹の道」は生糸を積んだ荷車でにぎわいました。生
糸商人や養蚕農家は利

り
益
えき

を得
え

るだけでなく、欧
おう

米
べい

の文化や
思想に触

ふ
れる機会も得ました。やがて鉄道が開通すると、

「絹の道」と共に栄えていた商人は没
ぼつ

落
らく

しますが、生糸の生
産は増え続けました。
　現在、養蚕農家は激

げき
減
げん

したものの、八王子では絹
きぬ

織
おり

物
もの

を
主とした伝統ブランドが受け継

つ
がれており、「八王子ネク

タイ」などが有名です。また、「絹の道」の一部は文
ぶん

化
か

庁
ちょう

選
定「歴史の道 百

ひゃく
選
せん

」に指定され、現在でも当時のおもかげ
を残す街

かい
道
どう

を歩くことができます。

1 なぜ八
はち

王
おう

子
じ

は生
き

糸
いと

の生産・取り引きで発
はっ

展
てん

したのかな？

生
き

糸
い と

の生産・取り引きで栄えた桑
そ う

都
と

 八
は ち

王
お う

子
じ1

「「絹絹のの道道」と」と日日本本のの製製糸糸業業
～～幕幕末末八八王王子子のの生生糸糸産産業業からから近近代代日日本本のの製製糸糸業業へ～へ～

↑　八王子と横
よこ

浜
はま

をつないだ
「絹

きぬ

の道」
1

↗　養
よう

蚕
さん

農家（左、1900年ごろ撮
さつ

影
えい

）と→　八王子からの絹
きぬ

を運んだ街
かい

道
どう

（右、1860年
ごろ撮影）　開港後に外国との生糸貿

ぼう
易
えき
が始まったことで、八王子と横

よこ
浜
はま
を結ぶ街道は、

輸
ゆ
出
しゅつ
用の生糸を運ぶルートになりました。このことから、後にこの街

かい
道
どう
は「絹

きぬ
の道」とよ

ばれるようになりました。生糸商人が多く集まっていた鑓
やり
水
みず
の風景写真には、八王子か

ら横浜へ向かう道が写っています。

2 3

八王子

横浜

神奈川

こうしゅう
やり みず

とう かいどう

はら まち  だ

群馬県より
長野県
山梨県
より

原町田

甲州道中

東海道

�水

東 

京  

府

神奈川県
「絹の道」
五街道
のちの横浜線

ご かいどう

� ��km

↑　三
さん

溪
けい

園
えん

（横浜市）　原
はら
善
ぜん
三
ざぶ
郎
ろう
が土地を買い、富

とみ
太
た
郎
ろう

(三溪)によってつくられました。
4

　養
よう

蚕
さん

と生糸の生産工
こう

程
てい

に興
きょう

味
み

のある人
なら、八王子かその近くの農家を訪

ほう

問
もん

す
ることほど楽しいことはない。…蚕

かいこ

の生
命を維

い

持
じ

する桑
くわ

の木がいかに無
む

造
ぞう

作
さ

に、
生けがきのように植えられているのに目
を留

と

めて驚
おどろ

く。
〔『F.ベアト写真集１ 幕末日本の風景と人び
と』より、一部要約・抜粋〕

外国人が見た幕
ばく

末
まつ

の八王子

〔横浜開港資料館蔵〕

216 217
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⬆p.216-217

歴史を探る動機となる
「疑問」

本文で学んだことと地域を
結びつける「関連ページ」

本文で学んだことを具体例を
通じて深める「学習テーマ」

特設ページ「歴史を探ろう」
当時の社会を地域の視点から見ることで、日本の歴史を多面的に捉えられるようにしています。

コラム「地域史」
本文と関連付けながら、地域から日本の歴史を
捉え直しています。

「人物コラム」  「人物さくいん」
為政者だけでなく、地域で活躍した人など、さまざまな立場の人々を「人物コラム」で紹介しています。
�巻末には、おもな人物のさくいんを掲載しています。(全311名)

2
特 色

さまざまな視点から歴史を見ることができる「地域史」・「人物史」
多面的・多角的に日本の歴史を捉えるさまざまな工夫

掲載ページ一覧 (全11テーマ)
ページ タイトル

p.82-83 東アジアに開かれた窓口　博多

p.132-133 琉球とアイヌ民族の暮らし

p.142-143 昆布ロードと北前船

p.154-155 世界有数の百万都市　江戸

p.192-193 世界に開かれた港　横浜

p.198-199 移住と開拓が進む北海道

ページ タイトル

p.216-217 「絹の道」と日本の製糸業

p.246-247 発展する産業都市　大阪・神戸

p.260-261 長野県から見る満州移民

p.268-269 戦場となった沖縄

p.286-287 日本の領土画定と近隣諸国

地域史
　鉄砲づくりの技

ぎ
術
じゅつ
は、種

た
子
ねが
 島
しま
から各地に

伝わりました。なかでも、裕
ゆう
福
ふく
な商人が町

の運
うん
営
えい
を行い、貿

ぼう
易
えき
によって鉄砲づくりの

資
し
金
きん
が豊

ゆた
かにあった堺（大阪府）と、刀の原

材料となる砂
さ
鉄
てつ
が近くで豊

ほう
富
ふ
にとれ、古く

から刀鍛
か
冶
じ
がいた国友（滋賀県）は、全国有

数の鉄砲の生産地となりました。

鉄
てっ

砲
ぽう

づくりを支
ささ

えた堺
さかい

と国
くに

友
とも

ヨーロッパの国々による世界進出によって、日本の生活や文化は
どのような影

えい

響
きょう

を受けたのだろうか。学習課題

5

10

15

　　　　　　　　東アジアから東南アジアにかけての貿
ぼう

易
えき

は、15～

16世
せい

紀
き

を通じて中国の商工業の成長とともに行わ
れ、ヨーロッパ人の来

らい

航
こう

前から盛
さか

んでした。中国の明
みん

は、外国から
貢
みつ

ぎ物を受けて返礼する形で貿易しており、公式には自国から海外

へ商人を派
は

遣
けん

できませんでした。そのため、代わりに必要な産物を
集める琉

りゅう

球
きゅう

の貿易船や倭
わ

寇
こう

などが中
なか

継
つぎ

貿易を盛
さか

んに行いました。

　そうした中国をめぐる中継貿易に、16世紀半ばからポルトガル 

とスペインが、17世紀にはオランダが参入しました。ポルトガルは、

中国南岸のマカオに滞
たい

在
ざい

することを明から許
ゆる

されました。

　　　　　　　　1543年、種
た

子
ねが

 島
しま

（鹿児島県）に漂
ひょう

着
ちゃく

した倭寇の船

に乗っていたポルトガル人によって、日本に鉄
てっ

砲
ぽう

が
伝わったとされています。その後ポルトガルの船が、拠

きょ

点
てん

のあった
東南アジアから平

ひら

戸
ど

（長崎県）・長崎・府
ふ

内
ない

（大分県）などにも来航し、

スペインの船も日本へ来てヨーロッパとの貿易が始まりました。当

時の日本では、ポルトガル人やスペイン人を南
なん

蛮
ばん

人
じん

とよんでいたた
め、彼

かれ

らとの貿易を南
なん

蛮
ばん

貿
ぼう

易
えき

といいます。南蛮人は、明の陶
とう

磁
じ

器
き

や
生
き

糸
いと

・絹
きぬ

織
おり

物
もの

のほか、ヨーロッパの鉄砲・火薬・時
と

計
けい

・ガラス製
せい

品
ひん

も日本にもたらし、日本との貿易で得
え

た銀は中国に運ばれました。

東アジアの
中継貿易

p.86

p.88 p.86 p.88

p.110

p.110 p.111

3

鉄砲の伝来 1

2

1

3

1 密
みつ

貿
ぼう

易
えき

や海
かい

賊
ぞく

行
こう

為
い

を行う集
しゅう

団
だん

で、日本人や
中国人、朝

ちょう

鮮
せん

人など、さまざまな人が一
いっ

緒
しょ

に活
動し、日本人があまりいない集団もありました。

↓　国友の鉄砲（上）と堺の鉄砲鍛
か

冶
じ

（下）2

〔滋賀県 国友鉄砲の里資料館蔵〕

鉄砲、ザビエル（小）　キリスト教（小・地）小学校⃝地理⃝公民⃝他教科との関連

東東アジアのアジアの貿貿易易とと
南南蛮蛮人人3
ヨーロッパの国々による世界進出は、各

地の生活や文化にどのような影響を与えたのだろうか。
1節の問い

〔『和泉名所図会』 国立公文書館蔵〕

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

縄
文

弥

　生

古

　墳

飛

　鳥

奈
良

平

　
　安

鎌

　倉

南
北
朝

室 

町

戦

　国

江

　戸

明
治
大正

昭
和

平成

令和

安土
桃山

112
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掲載ページ一覧 (全16テーマ)
ページ テーマ

p.33 上野三碑にみる渡来人の影響

p.55 蝦夷と東北の支配

p.74 仏教の隆盛を伝える「鎌倉大仏」

p.80 北と南を襲ったもう二つの蒙古襲来

p.100 各地に広がった文化

p.112 鉄砲づくりを支えた堺と国友

p.113 世界の銀を支えた石見銀山

p.125 鳥取藩の参勤交代

ページ テーマ

p.140 日光東照宮と街道の発達

p.148 財政改革に成功した米沢藩

p.180 函館と那覇のペリー来航

p.189 士族の救済事業となった安積開拓

p.201 多摩地方の自由民権運動

p.215 近代化を支えた石炭と八幡製鉄所

p.215 京都の近代産業育成と伝統保護

p.287 小笠原諸島の返還

「人物コラム」一覧（全49名）

章（時代） 人物

第２章（古代） 孔子、シャカ、イエス、ムハンマド、鑑真、菅原道真、
最澄、空海

第３章（中世） 平将門、源義経、足利義満、雪舟

第４章（近世） 千利休、天草四郎、徳川綱吉、高田屋嘉兵衛、
松尾芭蕉、伊能忠敬

第５章（近代前）

ワシントン、ナポレオン、マルクス、ビスマルク、
高杉晋作、大浦慶、吉田松陰、福沢諭吉、江藤新平、
西郷隆盛、大久保利通、天川恵三郎、島義勇、
伊藤博文、渋沢栄一、正岡子規

第６章（近代後）
ウィルソン、ガンディー、原敬、与謝野晶子、
平塚らいてう、山川菊栄、宮沢賢治、山口淑子、
蔣介石、毛沢東、斎藤隆夫

第７章（現代） 吉田茂、湯川秀樹、長谷川町子、中村哲

＊太字：新しく追加された人物

「疑問」にわかりやすく答える「解説文」

⬆p.112 ⬆p.148

NEW

⬅p.197

⬆p.297

特
色

2

多
面
的
・
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日
本
の
歴
史
を
捉
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

2423



⬆p.88-89 ⬆p.130-131

2
特 色

中央の歴史だけでなく地方の歴史も重視した「琉球とアイヌ民族」
多面的・多角的に日本の歴史を捉えるさまざまな工夫 琉球とアイヌ民族の歴史 掲載ページ一覧

時代 ページ タイトル 種類

古代 p.31 北海道・南西諸島の歩み 年表

中世 p.80 北と南を襲った
もう二つの蒙古襲来 コラム　地域史

中世 p.88-89 琉球とアイヌ民族が
つなぐ交易 見開き全体

近世 p.130-131 琉球王国と
アイヌ民族への支配 見開き全体

近世 p.132-133 琉球とアイヌ民族の
暮らし

特設
歴史を探ろう

近代
前半 p.180 函館と那覇の

ペリー来航 コラム　地域史

時代 ページ タイトル 種類

近代
前半 p.196-197 沖縄・北海道と

近代化の波 見開き全体

近代
前半 p.198-199 移住と開拓が進む

北海道
特設
歴史を探ろう

近代
後半 p.245 見直される伝承や文化 本文（一部）

近代
後半 p.268-269 戦場となった沖縄 特設

歴史を探ろう

現代 p.286-287 日本の領土画定と
近隣諸国

特設
歴史を探ろう

現代 p.289 現在に残る沖縄の
基地問題

コラム　
未来に向けて

現代 p.301 日本における先住民族 コラム　
未来に向けて

琉球とアイヌ民族が繁栄した背景がわかる本文
繁栄した背景には、琉球王国は日本・中国・東南アジアを相手に中継貿易が、
アイヌ民族は和人を相手に北方産の鮭や昆布・毛皮などの交易があったことが
わかります。

解説
知識定着を図るための一助として、用語の「解説」を
全47か所に設置しています。

琉球とアイヌ民族の歴史を古代から現代まで一貫して取り上げています。
豊富な資料や因果関係のわかる本文で丁寧に解説しているため、
それぞれの文化や周辺地域との関わりについて深く理解できます。

琉球とアイヌ民族に関する地図
琉球・アイヌ民族の歴史を地図で確認できるようにしています。

特
色

2

多
面
的
・
多
角
的
に
日
本
の
歴
史
を
捉
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

2625



2
特 色

政治史だけでなく伝統文化への関心を高める「文化史」
多面的・多角的に日本の歴史を捉えるさまざまな工夫 文化史 掲載ページ一覧（全10か所）

ページ タイトル

p.44-49 大陸の影響を受けた天平文化

p.56-59 唐風から日本風へ変わる文化（国風文化）

p.72-75 武士や僧侶たちが広めた鎌倉文化

p.98-101 庶民に広がる室町文化

p.120-123 戦国大名と豪商が担った桃山文化

p.144-145 上方で栄えた町人の元禄文化

p.150-153 江戸の庶民が担った化政文化

p.220-223 欧米の影響を受けた近代文化

p.242-245 近代都市に現れた大衆文化

p.294-297 大衆化・多様化する戦後の文化

文化が生まれた背景がわかる本文
化政文化が生まれた背景には、社会の安定と
経済の発達により豊かになった庶民の存在が
あったことがわかります。

⬆p.150-151

文化史のページでは、各時代の代表的な文化を大きな図版で紹介し、
伝統文化への関心を高められるようにしています。
本文やタイトルから文化のおもな担い手や特色がわかるようにすることで、
その時代の文化の特色を捉えやすくしています。

文化の特色がわかるタイトル
タイトルから、文化のおもな担い手や特色が
わかるように工夫しています。 特

色

2
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ポイント
右のイメージのように、「章・節の問い」を受けた「学習課題」を各見開きに設置し、見通し・振り返
り学習を積み重ねることで、「章・節の問い」にせまれるよう、「問い」を構造化しています。
また、各問いの役割と関連を明確にしているので、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学
びに向かう力、人間性等」の3つの資質・能力を着実に習得・育成でき、それぞれの観点別評価を適切
に行えるようにしています。「章・節の問い」に取り組むことで、習得した 知能・技能 やそれを活用した
思考・判断・表現 を評価できるようにしています。また、単元を通した見通しと振り返りによって、
自らの学びを調整し、粘り強く取り組む 主体的に学習に取り組む態度 を見取ることができるようにして
います。

⬆p.105 ⬆p.134-135

⬆p.148-149⬆p.146 ⬆p.158-160

章扉（章の問い）・タイムトラベル
章の冒頭には「章扉」を設置しています。小学校の学習事項や前の単元で学
習したことを踏まえ、「章の問い」とともに単元の学びを見通す活動を行い
ます。また、各時代のはじめに置かれた「タイムトラベル」では、イラスト
を通じて当時の社会に対する「興味・関心」を高められるようにしています。

学習を振り返ろう

章末には「学習を振り返ろう」を設置してい
ます。思考ツールを活用しながら対話を通
して「章・節の問い」に取り組むことで「対話
的な学び」や「深い学び」を実現できるように
しています。

【例】第４章「武家政権の展開と世界の動き」（p.105-160）

知・技 思・判・表 主

主体的・対話的で
深い学びへ

深い学びにつながる
「問い」のイメージ

問いの種類
観点別評価への対応

知 思・判・表 主

章の問い ○ ◎ ◎

節の問い ○ ◎ ○

学習課題 ◎ ○

確認しよう ◎

説明しよう ◎ ◎

見通し・振り返りがしやすい構成で「指導と評価の一体化」を支援
「主体的・対話的で深い学び」につながる単元構成3

特 色

章・節を単元のまとまりとし、学習の見通し・振り返りがしやすい構成にしています。学習の見通
し・振り返りを通して、学習者は「主体的・対話的で深い学び」を、指導者は「指導と評価の一体化」を実
現できるようにしています。

主

振り返り見通し 学習活動

節の問い
単元のはじめには「節の問い」を設置してい
ます。「単元を貫く問い」を明示することで、
見通しをもって学習に取り組めるようにし
ています。

学習課題
各見開きに「節の問い」に対応した
「学習課題」を設置しています。

確認しよう/説明しよう

各見開きに「学習課題」に対応した
「確認しよう/説明しよう」を設置
しています。

知・技 思・判・表

確認
しよう

確認
しよう

確認
しよう

学習課題
（見開きの問い）

見
開
き

学習課題
（見開きの問い）

見
開
き

学習課題
（見開きの問い）

見
開
き

説明
しよう

説明
しよう

説明
しよう

見通し

振り返り

章の
問い

節の
問い

学習を
振り返ろう

節の
振り返り

詳しくは本資料p.32
詳しくは本資料p.33-34 詳しくは本資料p.35-38

小・地・公アイコン  小学校・地理・公民・他教科との関連

小学校での学習や、他分野・他教科と関連のある題材を示し、物事を多面的・多角的
に捉える足がかりとなるようにしています。また、分野間・教科間でのカリキュラム・
マネジメントを実施する指標となるようにしています。

5

10

15

公
こう

害
がい

が次々に起こりました。経済面での利
り

益
えき

を最優
ゆう

先
せん

に考えるあま
り、人々の健康や自然に対する配

はい

慮
りょ

を欠いていたことが一
いち

因
いん

でした。
なかでも、水

みな

俣
また

病（熊本県･鹿児島県）・新潟水俣病（新潟県）・四
よっ

日
か

市
いち

ぜんそく（三重県）・イタイイタイ病（富山県）は、深
しん

刻
こく

な被
ひ

害
がい

を生
みました。そのため、全国の各地で、公害をなくそうとする動きが
広がりました。政

せい

府
ふ

もまた、1967年に公
こう

害
がい

対
たい

策
さく

基
き

本
ほん

法
ほう

を制
せい

定
てい

し、
1971年に環

かん

境
きょう

庁
ちょう

を設
せっ

置
ち

して、こうした問題に取り組み始めました。
　　　　　　　　1973年に、世界最大の石油の産地である中東で

起こった戦争の影
えい

響
きょう

を受けて、石油の価
か

格
かく

が上がり
ました。石油を主なエネルギー資源としていた日本などの先進国は、
大きな打

だ

撃
げき

を受けました（石
せき

油
ゆ

危
き

機
き

）。世界的な不
ふ

況
きょう

になり、日本の
高度経済成長は終わりを告

つ

げました。国内では、売り惜
お

しみや買い
占
し

めのために物価が上がりました。国際政
せい

治
じ

では、1975年に、世
界不況のような重要な国際問題を話し合う第１回先

せん

進
しん

国
こく

首
しゅ

脳
のう

会
かい

議
ぎ

（サ

ミット）が開かれるようになり、日本はそのメンバーにもなりました。
　石油危機を省エネルギー技

ぎ

術
じゅつ

の開発などによって乗り切った日本
は、一

いっ

層
そう

経済大国化が進みました。そして、石油以外のエネルギー
資源である、太陽、地熱、水

すい

素
そ

、原子力発電などの開発が進められま
した。現

げん

在
ざい

の脱
だつ

炭
たん

素
そ

社会の実現という観点からも注目されています。

p.219 5 p.276ウ

1

石油危機と
日本経済

2

8

3 高度経
けい

済
ざい

成長期の社会問題はど
のようなものがあるのか、本文
から書き出そう。

高度経済成長が日本の経済や産
業にどのような影

えい
響
きょう

を与
あた

えたの
か、説明しよう。

確認しよう

説明しよう

1 これら四つの公害被
ひ

害
がい

者が起こした裁
さい

判
ばん

は、｢四大公害裁判｣といわれ、いずれも
被害者側が勝ちました。

2 1948年にユダヤ人国家であるイスラエ
ルが建国されて以来、アラブ諸

しょ

国
こく

との間で、
繰
く

り返し戦争が起こりました。

3 米・英・仏
ふつ

・独
どく

（当時は西ドイツ）・伊
い

・
日の６か国の首

しゅ

脳
のう

で開
かい

催
さい

されました。その
後カナダが加わり、主要国首脳会議（G7）と
名
めい

称
しょう

を変えました。

石炭から石油への大転
てん

換
かん

　 環境・
エネルギー

未来に未来に
向けて向けて

↑　小学校の校庭で遊ぶ子どもたち（三重県 四
よっ

日
か

市
いち

市
し

、1972年）　石油コンビナートでは粉
ふん

じんな
どが含

ふく
まれる煙

けむり
が排

はい
出
しゅつ

され、それが原
げん

因
いん

でぜんそ
くにかかる人が増

ぞう
加
か

しました。

5

小 地 公

↑　紙製
せい

品
ひん

の売り場に並
なら

ぶ人 （々1973年）　
石油の値

ね
上
あ

がりにより生活必
ひつ

需
じゅ

品が不足す
るという情

じょう
報
ほう

が流れ、不安になった人々が店
頭に押

お
し寄

よ
せるなど、大混

こん
乱
らん

が起きました。

8

小 地 公

石狩炭田
いし かり

釧路炭田
くし ろ

夕張炭鉱
ゆうばり

常磐炭田
じょうばん

宇部炭鉱
う　べ

筑豊炭田
ちく ほう

↑　日本の主な炭田7
←　閉

へい

山
ざん

後につくられたスパリゾート
ハワイアンズ（福島県 いわき市）
6

　高度経
けい

済
ざい

成長期を迎
むか

えるころ、拡
かく

大
だい

するエネルギー
消
しょう

費
ひ

に対して、石炭に代わり、化学繊
せん

維
い

やプラスチッ
クなどの原料にもなる石油を使うようになっていき
ました。石油の輸

ゆ
入
にゅう

量が増
ふ

え、1962年には石油が
エネルギー資

し
源
げん

の１位となりました。このころから
炭
たん

鉱
こう

の閉
へい

山
ざん

が続き、会社と労働者の
対立が大きな社会問題になりまし
た。閉山後の都市では過

か
疎
そ

化も進み
ましたが、現

げん
在
ざい

は観光業など、新し
い産業への取り組みも進んでいます。
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急速な経
けい

済
ざい

の発
はっ

展
てん

は、私
わたし

たちの生活にどのような影
えい

響
きょう

を与
あた

えたの
だろうか。学習課題

5

10

15

20

　　　　　　　　　　　戦争で打
だ

撃
げき

を受けた日本経
けい

済
ざい

は、戦後10
年で戦前の水

すい

準
じゅん

に戻
もど

り、1956（昭
しょう

和
わ

31）年に
は｢もはや戦後ではない｣といわれました。この後、年平

へい

均
きん

10％程
てい

度
ど

の経済成長率
りつ

が1970年代初めまで続きました（高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

）。

この時期に、人々の生活水準は急速に高まりました。
　1960年に池

いけ

田
だ

勇
はや

人
と

内
ない

閣
かく

が｢所
しょ

得
とく

倍
ばい

増
ぞう

｣政
せい

策
さく

を打ち出し経済成長を
積極的に促

うなが

すと、人々の関心は経済に向かいました。また、1964
年に東

とう

京
きょう

オリンピック・パラリンピックが開かれ、それに合わせて各
地に高速道路がつくられ、東

とう

海
かい

道
どう

新
しん

幹
かん

線
せん

も開通しました。
　産業面では、急速に技

ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

が進み、鉄
てっ

鋼
こう

や造
ぞう

船
せん

などの重化学工
業が発

はっ

展
てん

しました。エネルギー資
し

源
げん

も石炭から石油に変わり（エネ
ルギー革

かく

命
めい

）、太平洋沿
えん

岸
がん

を中心に石油化学コンビナートがつくら
れました。こうして工業を中心とする第２次産業が躍

やく

進
しん

しました。
このような高度経済成長の結果、日本経済は国

こく

際
さい

競争力を高めて輸
ゆ

出
しゅつ

を伸
の

ばし、1968年には、日本の国民総
そう

生産（GNP）は、資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

国のなかでアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

に次ぐ第２位になりました。
　　　　　　　　　　高度経済成長期には、さまざまな社会問題が

発生しました。人々が仕事を求めて農村から都
市へ移

い

動
どう

したことで、大都市では人口が過
か

密
みつ

となり、地方では過
か

疎
そ

地
ち

域
いき

が現
あらわ

れました。さらに、工場などから出る廃
はい

液
えき

や排
はい

ガスによる

高度経済成長と
日本経済の国際化

3

p.296

p.284

1 p.277E1

p.277オ 2

p.276B1 7

4

深刻な公害問題

p.276エ

東京オリンピックの開
かい

催
さい

は、日本の人々
にとってどのような意味があったのかな。

↑　東京オリンピックの開会式（1964年10月10日）1 小 地 公

↑　東
とう

海
かい

道
どう

新
しん

幹
かん

線
せん

の開通（1964年10月1日）　
出発式を終えて、「ひかり１号」が東京駅を出
発するところです。

2

↑　日本の実
じっ

質
しつ

経
けい

済
ざい

成長率
りつ

　前の年と比
くら

べた経
済の成長率を折れ線で示

しめ
しています。

3
小 地 公

0

5

10

15 高度経済成長 73
石
油
危
機

60「
所
得
倍
増
」政
策

64
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

50
〜
51
朝
鮮
特
需

ち
ょ
う
せ
ん
と
く
じ
ゅ

せ
い
さ
く

た
い
さ
く

き

き

し
ほ
ん
し
ゅ
ぎ

し
ょ
と
く
ば
い
ぞ
う

68
Ｇ
Ｎ
Ｐ
資
本
主
義
国
第
２
位

67
公
害
対
策
基
本
法

%

1947
（昭和22）

50 55 60 65 70 75 80年
�3

〔経済財政白書〕

↑　国内総
そう

生産（GDP）の推
すい

移
い

（1967～79年） 
　GNPもGDPも共に、一国の経

けい
済
ざい

活動の規
き

模
ぼ

を図
はか

るための数
すう

値
ち

です。 　 　 　 　  1975年か
らの３年間で、日本のGDPはどのくらい増

ふ
えた

だろうか。

4

資料活用

小 地 公

日本

アメリカ

イギリス
1967 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 年

兆ドル

0
0.5

1

1.5

2

2.5
3

西ドイツ
フランス

〔世界統計年鑑〕

東京オリンピック・パラリンピック（小）　公害（小・地・公）　高度経済成長（公）　QR他分野リンク小学校⃝地理⃝公民⃝他教科との関連

経経済済成成長長によるによる
日日本本のの変変化化3
国際社会に復帰した日本は、どのよ

うな役割を担うようになったのだろうか。
2節の問い
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NEW

主 …主体的に学習に取り組む態度…知識・技能知・技 …思考・判断・表現思・判・表章・節の展開

特
色

3

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」に
つ
な
が
る
単
元
構
成

3029 31



導入の「章扉」・「タイムトラベル」を活用し、見通しを立てて学習を進めていくことで、
「主体的な学び」を実現できるようにしています。
各見開きでも見通し・振り返り学習がしやすい紙面構成になっています。各見開きの学習内容は、
「章・節の問い」を受ける形で「学習課題」を設置し、展開しています。

⬆p.105 ⬆p.134-135

⬇p.148-149

学習課題
見開きの学習でおさえるべ
き目標を示しています。本
時の学習内容を見通す問い
です。

確認しよう
本文や図版から、学習
上大切な事項を確認さ
せる問いです。正しく
文章を読む力（読解力）
を養い、知識の確実な
定着を促しています。

説明しよう
学習課題を振り返り、
習得した知識を活用し
て言語活動につなげる
問いです。
思考力、判断力、表現
力の育成を促していま
す。

導入資料
見開きの学習内容の核心を
つき、かつ、生徒に「なぜ」
を抱かせる資料を掲載して
います。

小学校の学習事項や前
の単元の学習を振り返
る「章扉」を設置してい
ます。時代を象徴する
資料をもとに単元を見
通す活動ができるよう
にしています。

資料活用アイコン
「歴史的な見方・考え方」を働かせるのに適した写真・資料に
付しています。p.85、300など全78か所に掲載しています。

5

10
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20

　　　　　　　　　アジアにはさまざまな民族が暮らし、人々が信
しん

仰
こう

する宗
しゅう

教
きょう

もさまざまです。それぞれの民族がほ
かの地域と交流することよって、宗教が各地に広まっていきました。
　仏

ぶっ

教
きょう

は、インドで生まれ、スリランカや東南アジアに広まったほ
か、シルクロードを通って中国や朝

ちょう

鮮
せん

半島、日本へと伝わりました。
西アジアや中央アジアで広く信仰されているイスラム教

きょう

は、アラビ
ア半島で生まれ、インド洋の海上貿

ぼう

易
えき

を通して南アジアや東南アジ
アにも広がりました。インドでは、多くの人がヒンドゥー教

きょう

を信仰
し、フィリピンでは、ヨーロッパの人々の布

ふ

教
きょう

活動や植民地支
し

配
はい

を
通して伝わったキリスト教

きょう

の信者が多数を占
し

めます。
　　　　　　　　　アジアには世界の総

そう

人口の6割
わり

が暮らし、そ
の多くが季節風の影響で湿潤な地域に集中してい

ます。特に中国とインドという人口が多い国を抱
かか

える東アジアと南
アジアは、古くから農業が盛んで、両地域で古代文明が栄えました。
この二つの文明が栄えた地域の間に位置する東南アジアは、近代に
なって開発が進み、人口が多い地域の一つになりました。
　20世

せい

紀
き

の後半には、日本に次いで韓
かん

国
こく

やシンガポールなどが経
けい

済
ざい

発
はっ

展
てん

を遂
と

げ、21世紀にかけて東南アジアや中国が続き、今この
動きは南アジアへ広がりつつあります。こうした経済発展は、アジ
アの豊

ほう

富
ふ

な労働力を生かした工業化がもたらしたものです。経済発
展を遂

と

げた国々では都
と

市
し

化
か

が進み、シャンハイ（上海）やデリー、
ジャカルタなどの巨

きょ

大
だい

都市が、アジアの各地に誕
たん

生
じょう

しています。

交流によって   
広まった宗教

p.40

p.41

p.41、47

7 p.41、46

p.84

p.40 7

人口の集中と
経済発展

（2021年） 8

6 p.52

p.58

p.56

p.54 p.47

p.52、57

p.58

p.46

アジア州で信
しん

仰
こう

されている宗
しゅう

教
きょう

と
その主な国を、図　や地図帳で確

かく

認
にん

しよう。

アジア州の人口分
ぶん

布
ぷ

の特
とく

徴
ちょう

につい
て、気候と農業との関係から説明
しよう。
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キリスト教

イスラム教 4.3

イスラム教

イスラム教 87.2％ 9.9
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その他 0.7
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節の問い
「節の問い」を、各ページのタイトル下にも掲載しています。
「単元を貫く問い」である「節の問い」を常に意識して学習に取り
組めるようにしています。

本文
背景や因果関係まで丁寧に
記述しています。

見通し・振り返りがしやすい構成で「指導と評価の一体化」を支援
「主体的・対話的で深い学び」につながる単元構成3

特 色

QRコンテンツではタイムトラベルの「次の場面を探してみよう！」
で設定している、時代の特色を表す場面を表示することができます。

⬅QRコンテンツ
　「タイムトラベル」

導入資料
「章扉」には、その時代を象徴する資料を掲載しています。
「タイムトラベル」のイラストでは時代の特色を表す場面を
描いています。

NEW

NEW

ポイント

各見開きの「学習課題」「確認しよう」「説
明しよう」でつかんだ学習内容の積み重
ねが、「節の問い」の追究につながるよう
にしています。

「節の問い」と見開きの「問い」関係イメージ

➡「節の問い」と各見開きの
「問い（学習課題・確認しよう・
説明しよう）」の関係のイメージ

学習
課題

確認
しよう

説明
しよう

学習
課題

確認
しよう

説明
しよう

節の問い
節の

振り返り

主「章扉」・「タイムトラベル」 知・技 思・判・表見開き
特
色

3

「
主
体
的
・
対
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的
で
深
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び
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ポイント

まとめとして章末に「学習を振り返ろう」を設置しています。１ページ目では「章の問い」に
対する考えをまとめる上で大切だと考える出来事を、年表を用いて確認できるようにして
います。２ページ目では「タイムトラベル」と思考ツールを用いた対話を通して、「章の問い」
に対する自らの考えをまとめることで「深い学び」を実現できるようにしています。

見通し・振り返りがしやすい構成で「指導と評価の一体化」を支援
「主体的・対話的で深い学び」につながる単元構成3

特 色

節の振り返り
章の中の「節の問い」を振り返ります。

⬇p.158-159

⬆QRコンテンツ
　思考ツール「ウェビング」の活用手順動画

思考ツールアイコン　
掲載ページ一覧（全4か所）
ページ 思考ツールの種類

p.159 ウェビング

p.225 Xチャート

p.273 ステップチャート

p.305 ランキング

⬇巻頭９

章の振り返り③へ  (本資料ｐ.37-38）

学習事項の確認
「政治・国際関係の変化」や「生活・社
会の様子」など要素ごとに色を分けて
マーカーをつける、書き足すなどし
て自分なりの年表を作ることができ
るようしています。

章の振り返り① 　
�タイムトラベルを活用して�
時代の変化や特色をつかむ

「タイムトラベル」を振り返り、他の時代と見比べて、大きく
変化したことや重要だと感じたことを見つけて、なぜそう感
じたのかを根拠も踏まえて説明します。
「タイムトラベル」を見比べる際の着眼点やキーワードがある
ので、「歴史的な見方・考え方」を働かせることができます。

NEW

NEW

章の振り返り② 　�
思考ツールに考えをまとめて�
対話を通して考えを深める
①で見つけたことや左の年表の中から、重要だと感じたこと
を思考ツールにまとめて考えを整理できるようにしています。
整理した中から特に大きな変化だと感じたことを、グループ
になって意見交換をします。グループでの話し合いで気づい
たことを踏まえて、「章の問い」に対する自らの考えをまとめ
られるようにしています。

NEW

NEW

視覚的に分析したり考えを整理したりする際に用いる図や表
を、思考ツールといいます。
思考ツールを活用する場面には「思考ツールアイコン」を付し、
活用を促しています。
また、巻頭９とQRコンテンツでは、教科書で取り上げている
思考ツールの紹介と、活用の手順を動画で説明しています。

思考ツールアイコン

主知・技 思・判・表「学習を振り返ろう」

特
色

3
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「学習を振り返ろう」の３ページ目ではこれまでの考察を踏まえて、どのような特色のある
時代だったかを根拠をもってまとめることで時代への理解を深めることができます。
各章末「学習を振り返ろう」のあとに、次に学習する時代の「章扉」を設置することで、見通
しが立てやすい構成にしています。

見通し・振り返りがしやすい構成で「指導と評価の一体化」を支援
「主体的・対話的で深い学び」につながる単元構成3

特 色

公民的分野の学習へ

「主体的・対話的で深い学び」へ

次章の章扉へ

「学習する時代の見通し」(章扉)に戻ってみよう
章のはじめに立てた予想から、この時代に対する考えがどのように
深まったかを振り返ることができます。
章の学習を通じて感じたことや、さらに深めたいと思ったことを書
き出すことで、「主体的な学び」につなげることができます。

⬆p.160-161

章の振り返り③ �
これまでの考察を踏まえて�
どのような特色のある時代だったかをまとめる
最後にまとめた考えは、「タイムトラベル」を活用して発表し
ます。

「これからの社会を構想しよう」への準備
歴史的分野の最終単元に「これからの社会を構想しよう」

（本資料ｐ.43-44）を設置し、公民的分野の学習活動につなげ
られます。
各章での学習を「現在」「SDGs」と関連付けて考えることで、
これからの社会を構想する姿勢を育成することができます。

NEW 「学習する時代の見通しを」もとう(章扉)
これから学習する時代について、どのような時代なのかを話
し合う活動を設置しています。
前の章の「学習を振り返ろう」を確認しながら、次に学習する
時代におこる社会の変化を予想することができます。

NEW

NEW

NEW

主知・技 思・判・表「学習を振り返ろう」

特
色

3
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ページ テーマ 時代

p.34-35 前方後円墳の役割を考察する 古代

p.76-77 武士の暮らしから考察する 中世

p.156-157 赤穂事件を考察する 近世

p.204-205 『三酔人経綸問答』を考察する 近代前半

p.248-249 「母性保護論争」を考察する 近代後半

ポイント

ポイント

対話アイコン
他者とのやり取りを通じて思考を広げる問いや学習
課題には「対話アイコン」を付しています。対話を通
して自らの考えをより深めるとともに、他者の意見
を尊重する態度を身に付けられるようにしています。
p.157、225など全37か所に設置しています。

「主体的・対話的で深い学び」を実践する特設「アクティブ歴史」を新設しています。対話を
通して、課題に粘り強く向き合う姿勢や、他者との意見交換を通して合意形成を目指す態度
を身に付けられるようにしています。また、単元の学習を生かして取り組むことで、単なる
知識・技能ではなく、「生きて働く知識・技能」を定着させることができるようにしています。

対話を通して学びを深める「アクティブ歴史」
「主体的・対話的で深い学び」につながる単元構成3

特 色

当時の社会の様子を読み解く資料
資料を読み解くことで、当時の社会の考え方を踏まえて
テーマをさらに深く考察できます。
江戸の人々が赤穂事件をどのように見ていたのかを示し、
また私的な争いを禁止する武家諸法度の条文などを提示し
ています。

⬆p.156-157

「アクティブ歴史」 掲載ページ一覧（全5テーマ）

当時の人々の意見
テーマを受けて相対立する意見を具体的
に見ていき、多面的・多角的に考察する
きっかけにしています。ここでは、赤穂
事件をめぐって、どのような意見の対立
があったのかを具体的に示しています。

論点の整理→自分なり
の考察→話し合いのス
テップで、段階的に自分
の考えを深めていく中
で、「主体的・対話的で
深い学び」を実現できる
ようにしています。

NEW

NEW
考えを深める�
アクティビティ

活動を促すさまざまなパフォーマンス課題
習得した知識や技能を使って実践的に考えていくパフォーマンス課題を
設定しています。ペーパーテストでは測りにくい「思考・判断・表現」や

「主体的に学習に取り組む態度」の見取りに最適です。

対話を中心とした活動型学習
正解がひとつでない課題に対して、意見交換や発表をする対話型の学習
活動を多く設定しています。対話を通した「深い学び」が実現できるよう
にしています。

「見方・考え方」の活用
ページ全体で働かせる「見方・考え方」を明示しています。「見方・考え
方」を働かせることで、歴史的分野の資質・能力を育成できるようにし
ています。

他分野とのつながり
例えば、p.248-249「『母性保護論争』を考察する」では、女性の社会進出
に際して、出産や育児の負担をどのように解決すべきかを、歴史的な背
景を踏まえて当時の資料をもとに考えます。学習活動の最後には、当時問
題であったことを現在の社会の状況と重ねて話し合う活動で結びとして
おり、公民的分野の学習に接続できます。

特
色

3
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未来の社会をつくるための教訓となる人々の取り組みを紹介するコラム「未来に向けて」を
63か所に設置しています。よりよい未来を構想するためのヒントを得られるようにしてい
ます。

巻頭「未来に向けて　よりよい社会を目指して」
巻頭で、SDGsの17の目標とその実現に向けた先人の取り組みを紹介しています。帝国書院
の地理的分野・公民的分野の教科書でも同様のページを設置し、中学校社会科の学習全体を
通して「持続可能な社会の実現」を意識づけられるようにしています。

コラム「未来に向けて」
地理的分野・公民的分野と共通する「環境・エネルギー」「防災」「人権・多文化」「平和・安全」「情報・
技術」「伝統・文化」の6つのテーマから、未来の社会をつくる取り組みを紹介しています。

「未来に向けて」 掲載ページ一覧（コラム全63か所+巻頭・巻末）

⬆p.155

⬆p.39

⬆p.97

⬆p.49

⬅巻頭1-2

⬅p.93

課題に対する先人たちの努力や工夫の事例を多数掲載
「持続可能な社会の実現」に向けた意識を育む工夫4

特 色

ページ タイトル テーマ 時代
巻頭
1-2 よりよい社会を目指して

p.19 エジプトはナイルの賜物 防災 古代

p.39 今に生きる高度な技術 情報・技術 古代

p.47 古代の疫病の流行と人々
の対応 平和・安全 古代

p.49 自然災害と神話 伝統・文化 古代

p.55 自然へのおそれと陰陽道 環境・エネルギー 古代

p.58 祇園祭の始まり 平和・安全 古代

p.73 鴨長明がみた自然災害 防災 中世

p.80 グローバルな
東西交流の光と影 情報・技術 中世

p.89 北海道独自の文化 伝統・文化 中世

p.92 結桶から見る技術の発達 情報・技術 中世

p.93 中世の老人と子ども、女性 人権・多文化 中世

p.97 自然を生かした信玄堤 防災 中世

ページ タイトル テーマ 時代

p.101 庭園づくりで活躍した
河原者 人権・多文化 中世

p.109 アメリカ大陸に渡った
病原菌 平和・安全 近世

p.121 大規模建築と森林伐採 環境・エネルギー 近世

p.121 築城の工夫と技術 情報・技術 近世

p.123 朝鮮半島から伝わった
文化 人権・多文化 近世

p.129 日本と朝鮮をつないだ
倭館 人権・多文化 近世

p.137 差別された人々 人権・多文化 近世

p.138 利根川のつけ替え工事 防災 近世

p.139 森林伐採と植林 環境・エネルギー 近世

p.145 日本人がつくった
最初の暦 情報・技術 近世

p.152 ワクチン接種の始まり 平和・安全 近世

p.154 日常生活を支えた
江戸の上水道 情報・技術 近世

p.155 江戸のごみを
利用した農業 環境・エネルギー 近世

ページ タイトル テーマ 時代

p.166 工業の発達と地球温暖化 環境・エネルギー 近代前半

p.167 工業の発達と
生活環境の悪化 環境・エネルギー 近代前半

p.170 先住民の「涙の旅路」 人権・多文化 近代前半

p.171 奴隷制を告発した
『アンクル＝トムの小屋』 人権・多文化 近代前半

p.174 植民地の拡大と
医薬品の開発 情報・技術 近代前半

p.175 世界各地に広がる
人権思想・民族意識 人権・多文化 近代前半

p.179 渋染一揆 人権・多文化 近代前半

p.179 稲むらの火 防災 近代前半

p.187 差別からの解放運動 人権・多文化 近代前半

p.201 自由は土佐の山間より 人権・多文化 近代前半

p.203 日本での選挙の始まり 人権・多文化 近代前半

p.213 孫文と神戸のかかわり 人権・多文化 近代前半

p.219 公害の登場 
足尾鉱毒事件 環境・エネルギー 近代前半

ページ タイトル テーマ 時代

p.222 日本中から支援が
集まった明治三陸大津波 防災 近代前半

p.222 差別された人々を
描いた文学 人権・多文化 近代前半

p.223 「衛生」の登場と
感染症への対応 平和・安全 近代前半

p.229 インフルエンザの
世界的な流行 平和・安全 近代後半

p.231 祖国の音楽を紹介した
ドイツ兵 人権・多文化 近代後半

p.233 社会に羽ばたく女性たち 人権・多文化 近代後半

p.235 朝鮮との架け橋と
なった日本人 人権・多文化 近代後半

p.241 全国水平社の結成 人権・多文化 近代後半

p.244 インフルエンザ流行
による生活の変化 平和・安全 近代後半

p.244 人々を魅了した
洋菓子文化 人権・多文化 近代後半

p.245 大都市を襲った
関東大震災 防災 近代後半

p.255 芸術に込めた反戦の意思 平和・安全 近代後半

p.263 ドイツのユダヤ人迫害に
抵抗した日本人 平和・安全 近代後半

ページ タイトル テーマ 時代

p.265 子どもの文化の変化 平和・安全 近代後半

p.269 語り継がれる沖縄戦 平和・安全 近代後半

p.278 日本人戦犯の解放 平和・安全 現代

p.283 核兵器開発競争と日本 平和・安全 現代

p.285 在日韓国・朝鮮人 人権・多文化 現代

p.289 現在に残る沖縄の
基地問題 平和・安全 現代

p.291 石炭から石油への大転換 環境・エネルギー 現代

p.293 男女共同参画社会へ 人権・多文化 現代

p.295 言論の自由の回復と
戦争へのまなざし 平和・安全 現代

p.298 世界に広がる日本の文化 伝統・文化 現代

p.301 日本における先住民族 人権・多文化 現代

p.303 現代社会の見直しを
迫った東日本大震災 環境・エネルギー 現代

巻末2 歴史から防災を学ぼうー
神戸市を例に 防災

⬆p.152
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ポイント
各章末の「学習を振り返ろう」の中の「これからの社会を構想しようへの準備」で取り組んだ内容をもとに、現
代社会の課題について歴史的な経緯を調べ、課題解決への鍵を探る学習活動をする構成となっており、公民
的分野の学習に接続できるようになっています。

最終単元では、これまでの学習を「現在」・「SDGｓ」につなげて考える「これからの社会を構
想しよう」を設置しています。歴史的分野の学習を振り返って、歴史と自分たちとのつなが
りや、現在の日本や世界のあり方について考える対話型学習に取り組むことで、よりよい
社会の実現に向けた参画意識を育むことができるようにしています。

歴史で学んだことを未来に生かす「これからの社会を構想しよう」
「持続可能な社会の実現」に向けた意識を育む工夫4

特 色

⬆p.160 ⬆p.307

公民的分野の学習へ

NEW

テーマを決め、歴史的な背景を�
整理して課題解決への鍵を探る

⃝ SDGs17のゴール（教科書巻頭1-2)などを参考にして、現代
社会の課題となっていることの中から、関心の高いテーマ
をグループで決めます。　　

⃝ 設定したテーマについて、現在に至るまでにどのような歴
史的経緯があったのかを整理します。

⃝ 整理を踏まえて、課題を解決するために何が鍵になるかを
グループで話し合います。

展開②(p.308)

各時代について、その特色と現在
やSDGsとのつながりを書き出す

各章末の「学習を振り返ろう」で考察した内容を、グループで
話し合ってまとめながら、歴史的分野の学習を振り返ります。

展開①(p.307)

�これまでの学習を踏まえて、�
未来への手紙を書く

歴史的分野の学習の総まとめとして、「これから自分が何に取
り組むつもりか、未来の社会はどのようになっていてほしい
か」を、22世紀の中学生へ手紙を書く作業を設置しています。

展開③(p.309)

特
色
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一人一台端末で活用できるQRコンテンツ
「個別最適な学び」を支援するコンテンツ5

特 色 QRコンテンツを391用意し、「個別最適な学び」を支援しています。
教科書のもくじや中面の随所、裏表紙に掲載している
QRコードからアクセスできるようにしています。

タイムトラベル
タイムトラベルの「次の場面を探してみよう！」の
①～⑥がイラスト内のア～カのどれにあたるかを
確認できます。
全時代のタイムトラベルをつなげた、「タイムトラ
ベル巻物」で時代の変遷をひとつなぎで確認するこ
ともできます。

定着

➡タイムトラベル⑧江戸時代全12点

⬆メニュー画面

学習内容を定着させるコンテンツ（　　　　）や、学習内容を深化させるコンテンツ（　　　　）を収録しています。
「単元別メニュー」では各コンテンツを単元ごとに分類し、学習する単元で活用できるコンテンツがすぐに見つかるようにしています。

定着 深化

アクティブ歴史
「アクティブ歴史」ページに対応したワークシート
（Wordデータ・PDFデータ）を収録しています。
端末を活用しながら「主体的・対話的で深い学び」
を実現できるようにしています。

定着

➡「『三酔人経綸問答』を考察する」ワークシート全10点

NEW
QRコンテンツ一覧

コンテンツ QRコードの教科書掲載ページ 収録数
1 タイムトラベル 14、26、36、52、64、90、114、134、184、236、250、276 12

2 学習を振り返ろう 60、102、158、224、272、304 ４種×６単元 NEW

3 アクティブ歴史 34、76、156、204、248 10 NEW

4 世界とのつながりを考えよう 50,168 6 NEW

5 用語解説 310 50 NEW

6 NHK for school
4、15、16、28、38、54、63、66、78、92、105、106、116、124、136、146、161、162、176、
186、194、206、214、227、228、238、252、262、275、278、284、298

108 増補

7 他分野教科書リンク 巻頭1-2 35 NEW

8 巻末年表 折込１ 1

9 思考ツール・白地図 巻頭９ 思考ツール21・白地図93 NEW

10 教科書を活用した学び方 巻頭５ 2 NEW

11 リンク集 巻頭６ 29 NEW

12 単元別メニュー
4、15、16、28、38、54、63、66、78、92、105、106、116、124、136、146、161、162、176、
186、194、206、214、227、228、238、252、262、275、278、284、298

—

全391

学習を振り返ろう
章末にある「学習を振り返ろう」ページに対応したワークシート

（Wordデータ・PDFデータ）と、「学習事項の確認」の年表を穴う
めで確認できるクイズと解答（PDF）を収録しています。
端末上で単元の振り返りができるようにしています。

定着

➡第４章近世のワークシート全24点

NEW

こちらからお試し
いただけます。

https://tks46.jp/07jhs/his

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。　※通信料は別途かかります。
※コンテンツの数および内容は、変更になる可能性があります。
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一人一台端末で活用できるQRコンテンツ
「個別最適な学び」を支援するコンテンツ5

特 色

NHK for School
NHK for Schoolへのリンクを単元ごとに収録しています。
具体的な映像で知識定着が図れるようにしています。

深化

➡近世の動画一覧全108点

巻末年表
古代から現代までの出来事を一覧で
確認できるようにしています。

➡巻末年表全１点

用語解説
教科書に掲載している用語の定義や意味を収録しています。
検索機能もあり、調べたい用語をすぐに確認できるように
しています。

深化

全50語句

NEW

他分野教科書リンク
学習に関連する帝国書院の地理的分野と公民的分野の教科書
および、地図帳の紙面を収録しています。
多面的・多角的に考察できるようにしています。

深化

➡SDGsに関連した地理的分野教科書の紙面全35点

NEW

思考ツール・白地図
思考ツール（本資料p.35-36）の解説動画とデータ

（PDFデータ）および白地図データへのリンクを
収録しています。多様な手法で思考を深められる
ようにしています。

定着

➡ウェビングの活用手順解説動画
思考ツール21点
白地図93点

NEW

教科書を活用した学び方
「単元を通した学び」と「毎時の学び」を動画で解説
しています。
学習の流れを把握できるようにしています。

➡「単元を通した学び」の解説動画全2点

NEW

リンク集
学習に関連する外部サイトへのリンク集を収録し
ています。
調べ学習などで活用できるよう、テーマごとにま
とめています。

➡国立博物館・図書館等のウェブサイトへのリンク集全29点

NEW

世界とのつながりを
考えよう

「世界とのつながりを考えよう」のイラストを解説
とズーム機能を使って確認できます。
イラストの細部まで確認することで、教科書の
学習を補完できるようにしています。

定着

➡産業革命期のイギリス全6点

NEW
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巻頭8の解説

「歴史的な見方・考え方」を働かせる工夫

➡巻頭8

資料の工夫

本文の工夫

⬆p.138

⬆p.159

ポイント

「学習を振り返ろう」ページに、単元の学習を振り返る際に働かせる「歴史的な見方・考え方」を、
また「タイムトラベル」「世界とのつながりを考えよう」「アクティブ歴史」ページには、課題に取り組む中
で働かせる「歴史的な見方・考え方」をアイコンで示しています。（全28か所）

見方・考え方アイコン NEW

「歴史的な見方・考え方」*を働かせた考察ができるよう、資料や本文を工夫しています。
教科書の巻頭8では、「歴史的な見方・考え方」とは何か、具体的な事例を示しながら
端的にわかりやすく説明しています。
＊「歴史的な見方・考え方」とは「時期や年代」「推移」「比較」「相互の関連」の4つを指します。
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「歴史的な見方・考え方」を働かせて考察できる「地図帳活用」アイコンや「技能をみがく」を
設置しています。「歴史的な見方・考え方」を働かせる工夫

⬅p.157

⬅p.11

年表のつくり方・ 
地図のつくり方
学習の内容を年表や地図でま
とめる技能を身に付けられる
ようにしています。各時代の
学習に入る前の第１章第２節
「歴史の調べ方・まとめ方・発
表のしかた」に設置しています。

教科書ｐ.69で学習する「源平の争乱」において、おもな合戦地となった場所や「源義経の進路」を、
地図帳を活用することで地名や地形とともに確認できます。

「技能をみがく」 掲載ページ一覧（全14テーマ）
ページ タイトル
p.7 年代や時代を結びつける

p.8 情報の集め方

p.10 野外・聞き取り調査のしかた

p.11 年表のつくり方・地図のつくり方

p.13 レポートのまとめ方、発表のしかた

p.35 複数の資料をもとに類推する

p.39 系図の見方

p.40 しくみ図の見方

p.56 絵巻物の見方

p.77 理由を考えながら資料を読み取る

p.157 資料をもとに、当時の人々の考え方を理解する

p.205 当時の立場になって選択し、判断する

p.249 歴史的な背景を踏まえて、問題の解決を考える

p.267 情報の意図を読み解く

⬆p.69

➡地図帳p.93-94

「地図帳活用」 掲載ページ一覧（全28か所）
ページ タイトル
p.18 3世界各地の文明と栽培植物の伝わった方向
p.25 5宗教の誕生と広まり
p.31 7日本各地に広がる縄文・弥生時代の交易
p.33 7５世紀の東アジア
p.39 6６世紀末～７世紀初めの東アジア
p.41 4７世紀の東アジア
p.69 6源平の争乱
p.87 514～15世紀の東アジア
p.94 2主な一揆
p.96 3応仁の乱による京都の被害
p.100 ⓬文化が栄えた主な都市
p.129 4四つの窓口と朝鮮通信使のたどった道
p.138 4利根川の流路の変遷
p.139 8各地の主な特産物

ページ タイトル
p.140 3江戸時代の交通
p.145 4『おくのほそ道』で芭蕉が旅した道とよんだ句
p.170 2アメリカ合衆国の領土の拡大
p.177 4北方の調査
p.187 3廃藩置県
p.195 4明治初期の日本の国境と外交
p.197 5北海道の地名の由来
p.215 6八幡製鉄所の位置
p.229 6第一次世界大戦中のヨーロッパ
p.260 4満蒙開拓団の分布と都道府県別満州移民
p.264 1アジアと太平洋での戦争
p.282 1第二次世界大戦後の世界
p.285 4日本の戦後の国境
p.299 5主な紛争・テロと地域統合

中学生の歴史p.69「源平の争乱」を例に

NEW

ポイント ポイント

「歴史的な見方・考え方」を働かせる上で必要な基礎的・基本的な「技能」を習得できるよう、
「技能をみがく」を全14テーマ設置しています。

日々の学習で地図帳をより活用できるよう、「地図帳活用」アイコンを全28か所設置し、活用を促して
います。地理的背景を踏まえて歴史学習をより深められるようにしています。

技能をみがく 地図帳活用 NEW

NEW

資料をもとに、当時の人々の
考え方を理解する
歴史的な事象を考察する際に、現在の視
点だけでなく、当時の人々の視点に立っ
て考える技能が身に付けられるようにし
ています。当時の政治や特色を踏まえて
自らの考えを表現する、第４章「アクティ
ブ歴史　赤穂事件を考察する」（p.156-
157）に設置しています。
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❶３分野の連携を図った10のポイント
社会科３分野共通の特色

社会科３分野（地理・歴史・公民）での連携や、小学校との連携を図っています。「小・地・公」アイコンを
設置したり、「小学校・地理・公民・他教科との関連」コーナーで関連する学習事項を提示したりしています。

本資料p.5-10、29、32

本資料p.39-40

本資料p.41-42、55-56

本資料p.29-38

▶写真やイラストを効果的に使った導入を設けています。興味・関心を高めるだけでなく、これから学ぶ内容を見通すことができます。

▶設定されたパフォーマンス課題について、単元の学習を生かして考察し、他者との意見交換を通して学びを深めることができます。

▶「未来に向けて」では、地理では地域の事例、歴史では過去の経験、 
公民では自らが考える課題として、SDGsについての理解が深まるようにしています。

▶単元の最初に設置している「章・節の問い」で学習の見通しを立て、章・節末の「学習を振り返ろう」で単元の振り返りができます。 
見通し・振り返り学習を積み重ねることで「章・節の問い」にせまれるよう、「問い」を構造化しています。

主体的・対話的な学びを促す「導入」

「主体的・対話的で深い学び」を促す「アクティブ」
SDGsへの意識を育む工夫

見通し・振り返りがしやすい単元構成

⬇「写真で眺める」 
教科書p.64-65など地理⬇「タイムトラベル」 

教科書p.134-135など歴史

1

3
10

2

⬇「学習の前に」 
教科書p.116-117など公民

本資料p.30-31、33-34

▶章・節の「問い」を受けて、本文ページには「学習課題」「確認しよう」
「説明しよう」を設置し、学習の到達点を毎時間確認できます。

毎時間の学習における「問い」4

本資料p.29、67

▶小学校や他分野の学習事項を生かせるよう、問いの文章を工夫
　したり、アイコンや側注で既習事項を提示したりしています。

小学校・他分野との関連を図る工夫9

本資料p.49-50

▶「深い学び」のカギとなる「見方・考え方」は、本文ページや章・節末の「学
習を振り返ろう」など、さまざまな箇所で働かせることができます。

「見方・考え方」を働かせる工夫5

本資料p.52

▶「地図帳活用」を設置し、活用場面がよりわかりやすくなっています。
また、豊富な地図の読み取りを通して、空間認識能力を高められます。

地図の活用を促す工夫8

本資料p.41-42

▶地理では災害の要因となる現象、歴史では災害の経験、公民では
　災害に対する行動を扱い、防災意識を育めます。

防災意識を育む工夫6

▶地理では日本の領域の範囲、歴史では領土画定の経緯、公民では国と
しての対応を扱い、日本の領土について正しく理解できます。

我が国の領土への理解を深める工夫7

本資料p.64、67

本文ページ
教科書p.50-51など

地理

地理

教科書
巻頭8、p.78など

地理

教科書
巻頭10、p.226
など

地理

「日本の
地域的特色」
教科書p.146-151など

地理

「日本の領域と
その特徴」
教科書p.18-19など

地理

本文ページ
教科書p.148-149など

歴史

歴史

教科書
巻頭8、p.159など

歴史

教科書
p.69など

歴史

「未来に向けて　
自然を生かした信玄堤」
教科書p.97など

歴史

「日本の領土画定と
近隣諸国」
教科書p.286-287など

歴史

本文ページ
教科書p.134-135など

公民

公民

教科書
巻頭8、p.18-19

公民

教科書
p.186-187など

公民

「防災備蓄倉庫の新
設を考えてみよう」
教科書p.16など

公民

「領土をめぐる
取り組み」
教科書p.186-187など

公民

⬅「節の問い」 
教科書 
p.48など

⬅「学習を振り返ろう」 
教科書 
p.62-63など

地理

⬅「学習を振り返ろう」 
教科書 
p.174-177など

⬅「章の問い」 
教科書 
p.117など

公民

⬇「アクティブ地理」 
教科書p.281-282など地理

⬇「未来に向けて　 
よりよい社会を目指して」 
教科書 巻頭1-2

地理⬇「未来に向けて　 
よりよい社会を目指して」 
教科書 巻頭1-2

歴史 ⬇「未来に向けて　 
よりよい社会を目指して」 
教科書 巻頭1-2

公民

⬆「章の問い」 
教科書 
p.105など

⬅「学習を振り返ろう」 
教科書 
p.158-160など

歴史

⬇「アクティブ歴史」 
教科書p.156-157など歴史 ⬇「アクティブ公民」 

教科書p.166-167など公民

共
通
の
特
色

３
分
野
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❷学習がより深まる他分野および地図帳との連携 〜「未来に向けて」を活用して〜
社会科３分野共通の特色

「未来に向けて」は、未来の社会をつくる取り組みを紹介するコラム・特設です。地理・歴史・
公民共通で設置しており、分野をまたいで学習を深めたり、多面的・多角的な見方を養えたり
します。このページでは「環境保全」をテーマに、中学校社会科でどのように学びを展開して
いけるか一例を示しています。

地図帳
地図帳は各分野で幅広く活用できる社会科共通の教科
書です。
地図帳p.11-12では脱炭素社会の実現に向けた取り組
みに関するさまざまな資料を掲載しています。各分野
の学習で活用することで、より学びを深めることがで
きます。

⬆地理的分野 p.75

⬆歴史的分野 p.155

⬅公民的分野 p.178

⬆地図帳 p.11-12

自分たちにできる取り組みについて、地理や歴史
の学びをヒントに考えることができます。

地理的分野　
現状を学ぶ・地域の事例を学ぶ
地理的分野の学習では、環境保全のために世界・
日本で行われている取り組みを紹介しています。

「脱炭素社会に向かうヨーロッパ」では、環境負
荷の小さい移動手段として、夜行列車の利用が
見直されていることを紹介しています。

歴史的分野　
過去の取り組みを学ぶ
歴史的分野の学習では、環境保全のために過
去に行われていた取り組みを紹介しています。

「江戸のごみを利用した農業」では、ごみを発
酵させるときに発生する熱で野菜の促成栽培
が行われていたことを紹介しています。

公民的分野　
未来の社会をつくる行動を考える
公民的分野の学習では、環境保全のために行
われている取り組みと、今後の展望を「NEXT 
2030へのヒント」で取り上げています。

「環境保全への取り組み」では、自治体と企業
の取り組みを紹介しつつ、消費者も普段の生
活や消費活動を見直すことが大切だと結んで
います。環境保全を「自分ごと」として捉え、
自分たちにできる取り組みを考えさせること
ができます。

３年生1・2年生

ポイント

下の図のように、中学校社会科は地理と歴史を関連付けながら学び、その蓄積を踏まえて公民の学習がある構造に
なっています。そのため、どの分野においても教科全体を見通したカリキュラム・マネジメントが必要です。

帝国書院の教科書では、単元構成・紙面構成を統一し、コラムや特設なども共通にすることで、カリキュラム・マネ
ジメントをサポートしています。これにより、分野をまたいだ深い考察や多面的・多角的な見方を養うこともできます。

公 民 的
分 野

地 図 帳

位置や空間的な広がりなど（地理）＋推移や変化など（歴史） 対立と合意、
効率と公正など

課題解決のために
考える力

社会への
参画意識

歴 史 的 背 景地 理 的 条 件

１年生 ２年生 ３年生

歴 史 的 分 野

地 理 的 分 野

分野間連携の必要性

共
通
の
特
色

学
習
が
よ
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インクルーシブ教育に配慮した表現

▶すべての生徒にとって
グラフや資料が読み取
りやすいよう、色覚特
性をもつ人が同じよう
に見えやすい色づかい
に配慮したり、境界線
を黒ではっきりと書い
たりしています。

▶どこまでが同一の資料であるのか
判別しやすいよう、図の周囲をグ
レーで囲んでいます。右の図の場
合、2つの帯グラフが1つの資料を
構成していることがわかります。
また、引き出し線の起点を明確に
するため、黒点で表現しています。

▶誤読を防ぎ、すべての生徒にとって読みやすくなるよう、 
見開きタイトル、本文、図版タイトルなどにはユニバーサル
デザインフォント（UDフォント）を使用しています。

▶現在学習しているのがどの章なのか一目でわかる
よう、章ごとに色をわけています。

▶紙面の右端には年表インデックスを設け、学習し
ている時代に章の色を示しています。

▶レイアウトの違いによる生徒の混乱を防ぐため、導入資料や学習課題、
振り返りの設問を各ページの同じ場所に配置し、見開きのレイアウト
を原則統一しています。

▶見通し・振り返りがしやすいよう、「導入資料、学習課題（見通し）➡
　本文➡確認しよう、説明しよう（振り返り）」で見開きの展開を統一し

ています。

▶グラフが読み取り
やすいよう、折れ
線を太くし、背景
を白色にしていま
す。

⬆p.2623 

⬆p.1939 ➡p.1815 

非UDフォント

UDフォント

カラーユニバーサルデザインに配慮した見やすくわかりやすい色調1

2

誤読を防ぐ読みやすい文字3 学習単元がわかる工夫4

学習が進めやすい工夫5●文字の細い部分を太くして、見えやすくする。
●紛らわしい画線をやめ、シンプルなデザインにする。
●濁点部分のすきまを十分確保して視認性を高める。 

特に濁点のある ふりがな が読みやすくなっています。

●文字と線が判別しやすい。 
特に数字の「9」と「6」の区別や、数字の「3」とアルファベットの

「S」などの判別がしやすくなっています。

帯グラフ 折れ線グラフ

非UDフォント

UDフォント

❶インクルーシブ教育への対応
サポート

D型色覚※の人の見え方 P型色覚の人の見え方

※色覚特性のD型とP型は、特性の中でも代表的なものです。上の図は、それらの
色覚特性をもつ人の色の見え方をシミュレーションしたものです。

▶記載内容を大幅に精選し、見やすくなる
よう工夫しています。

日本視覚障害社会科教育研究会編集、帝国書院発行

▶文字や資料を大きく目立たせ、レイアウトを
見やすく改善しています。

↑通常教科書

通常教科書 拡大教科書（7分冊）
全310ページ 全3,020ページ

■ ページ数の比較（令和3年度版中学校用歴史教科書の場合）

■ 同サイズでの紙面の比較（例）

↑拡大教科書

『拡大教科書』 （無償給与対象） 『みんなの地図帳 ～見やすい・使いやすい～　初訂版』
（有償）

「超紙面」機能のほかにも、総ルビや白黒反転、
読み上げ機能を搭載しています。

その他のデジタル教科書の機能は本資料 p.61-62

➡総ルビと白黒反転機能で表示した紙面

本文部分を
下に

スクロール

学習用端末での閲覧に最適化されたWeb紙面です。２画面表示で左面が図版、右面が本
文となっており、ユーザーが幅を自由に変更できます。また、右面の教科書本文の表示に
合わせて、左面には本文に対応した図版が表示されます。本文や資料を大きく見やすく
表示させ、関連性をつかみながら学習できます。

⬆図版は左面、本文は右面に表示されます。 ⬆右面の本文の内容に連動して、左面の図版が表示されます。

超紙面
NEW

特別支援教育のための教科書と地図帳

インクルーシブ教育のためのデジタル教科書の機能

詳しくは本資料p.33-34

すべての生徒が使いやすいよう、ユニバーサルデザインに基づいた編修をしています。
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指導書Webサポート
❷教師用指導書
サポート サンプルはこちら

https://www.teikokushoin.co.jp/jhs/07shidousho/

評価問題（テスト例）
定期考査作成の参考にでき
ます。各問に「知識・技能」
「思考・判断・表現」の評価
観点を付しているため、評
価の参考にもなります。
地理・公民の評価問題（テ
スト例）も利用できます。

授業プリント
全単元に対応しています。
授業だけでなく、生徒の自
学自習にも活用できます。

学習の見通し・ 
振り返りシート
章・節ごとの見通しを立て、
最後に振り返ることができ
るプリントです。単元の学
習の前と後で、生徒の考え
がどのように変容したか見
取ることができ、評価につ
なげることができます。

「学習を振り返ろう」 
ワークシート
「学習を振り返ろう」ページ
に準拠したワークシートで
す。知識の確認から、「章・
節の問い」に対する考えを
まとめられます。

「アクティブ歴史」 
ワークシート
「アクティブ歴史」ページに
準拠したワークシートです。
課題に取り組みやすくなり、
「主体的・対話的で深い学び」
を実践できます。

「タイムトラベル」ワークシート
「タイムトラベル」をさらに深められるワークシー
ト（全12時代分）です。各時代の学習の前後で学
習の見通し、振り返りや評価ができます。

教科書掲載図版
教科書に掲載されている図版を、カラーとモノク
ロの２種類収録しています。授業プリントや定期
考査の作成に活用できます。

NEW

教科書紙面の縮刷版を中心
に置き、まわりに教科書の
解説や授業のポイント（板
書例）、「確認しよう」「説明
しよう」の解答例などを掲
載しています。

➡�本文ページのイメージ
（画像は令和３年度版）

⬆�単元構成案のイメージ ⬆�授業展開案のイメージ

年間指導計画案、単元構成案、授業展開案や評価規準例を掲載しています。
デジタル教科書・教材を活用した展開案も掲載しています。

指導書（教科書解説編）

指導書（指導・評価編） 大改訂

紙媒体で提供する教科書解説編と指導・評価編、およびコンテンツをダウンロードして使う
指導書Webサポートの3点セットで、毎日の授業をサポートします。
※各コンテンツの名称は、変更になる可能性があります。

※その他、年間指導計画案も収録しています。　※一部画像は現行のものです。

サ
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ー
ト
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用
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教科書図版の表示要素を任意で選んで表示できます。

教科書の「タイムトラベル」の各時代をつなげて表示したり、
イラストの解説を確認したりできます。

NHKエンタープライズと共同制作したデジタル教科書オリ
ジナル動画を数多く収録しています。

教科書では一部をトリミングして掲載している図版の、全
体を表示できます。

レイヤー切り替え

タイムトラベルコンテンツ

動画コンテンツ

巻物コンテンツ

おもな指導者用・学習者用共通コンテンツ

学習ツール　　　　～「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現させる新機能～

各分野の注目コンテンツ ※ これらのコンテンツは②と③に収録されます。

学びコネクト
～学習要素ワードの検索機能～
教科書の重要語句（＝学習要素ワード）を検索する
と、関連する紙面や図版を分野を超えて閲覧でき
る機能です。書目間連携が可能となり、複数の資
料から生徒が主体的に学習に適した資料を選択す
ることができます。

まとめも
～社会科思考ツール～
教科書本文から語句を抜き出して、オリジナルの思考ツールにまとめ
ることができる機能です。自分の考えを整理・構造化し、他者との意見
交換を踏まえて再調整することができます。

教科書�
図版B

教科書�
図版A

最適

地図帳�
図版C

地図帳�
図版D

学習要素ワード

NEW

NEW

地図帳
主題図コンテンツ

各州や各地方の主題図を「分
ける」「比べる」「重ねる」の
３つの手法で、さまざまな
視点から読み解くことがで
きます。

地理
写真で発見！
世界の気候
世界の気候の特徴を写真や
雨温図から読み解くことで、
気候の概念とその分布につ
いて楽しく学べます。

歴史
タイムトラベル
名探偵！
教科書に収録されている「タ
イムトラベル」を３D復元。
各時代の特徴を没入感を
もって楽しく学べます。

公民
ぱんSim
〜パン屋さん経営大作戦〜
『社会科　中学生の公民』に
収録されている「パン屋さ
んをつくろう」をシミュレー
ションゲーム化。企業や経営
について楽しく学べます。

①学習者用
　デジタル教科書
⃝紙の教科書と同一の内容を収録。
⃝拡大・縮小や書き消し、
　保存などの基本機能は標準装備。
⃝特別支援機能を搭載。

②学習者用
　デジタル教科書＋教材
⃝①の機能はすべて収録。
⃝教科書に準拠したコンテンツ集を

収録。
⃝さらに、学習者用の新たな学習

ツールや注目コンテンツも収録。

③指導者用
　デジタル教科書（教材）
⃝デジタル教科書とデジタル教材の一体型。
⃝特別支援機能を搭載。
⃝さらに、デジタル教科書＋教材を活用した

授業をサポートする授業支援ツールも収録。
⃝教師用指導書（本資料p.59-60）と指導者用

デジタル教科書（教材）のセット版も用意。

サポート
❸デジタル教科書・教材

体験版はこちら
（2024年5月以降
お試しいただける予定です。）

https://ict.teikokushoin.co.jp/07jh_campaign/trial/index.html

一斉授業から「個別最適な学び」と「協働的な学び」まで、生徒の学びをトータルサポートします。
※各機能やコンテンツの名称は、変更になる可能性があります。

授業支援ツール　
～学習者用デジタル教科書+教材との連携で、「個別最適な学び」と「協働的な学び」をサポート～

授業 章・節のおわり

〈学習者用デジタル教科書+教材と授業支援ツールを活用した授業展開イメージ〉

授業準備
授業の
はじめ 授業 章・節の

まとめ
章・節の
展開確認

本時の
展開確認先生 先生 先生生徒 授業の

おわり生徒生徒 生徒

デジタル
教科書
章・節
まとめ案

授業
展開案

まとめも
社会科
思考ツール

授業
スライド
（コンテンツ）

デジタル版
学習の
見通し・
振り返り

デジタル版
学習の
見通し
・振り返り

ポートフォリオ 学びの可視化

NEW NEW NEW NEW

1時間の授業展開を10枚程度のスライドにまとめているので、
デジタル教科書を活用した授業をすぐに始められます。

③授業スライド

思考ツールを活用したデジタル教科書オリジナルのまとめ案や評価規準案などを用意しています。

①デジタル教科書 章・節まとめ案

教科書に記載されている学習課題・確認しよう・説明しようの内容をGoogle Workspaceの機能で生徒が回答し、先生が集約
できます。

②デジタル版 学習の見通し・振り返りシート

④単元構成案　⑤授業展開案
教師用指導書と共通

NEW

NEW

詳しくは本資料p.59-60

サ
ポ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材

6261



❶教育基本法との対応
特色一覧

教育基本法第二条 特に意を用いた点や特色　　　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

全　体 問いを軸にした単元構成の構造化によって、「主体的・対話的で深い学び」と「指
導と評価の一体化」を実現
⃝章・節・各本文ページ冒頭には、学習内容を問い（「章・節の問い」「学習課題」）

で示し、生徒自らが学習の見通しを持てるようにしている。章・節・各本文ペー
ジの末尾には課題（「学習を振り返ろう」「確認しよう」「説明しよう」）を設けてい
る。問いには、協働的に学習する場面を設け、「主体的・対話的で深い学び」を
実現できるようにしている。

⃝学習活動では、３つの資質・能力を特に育成する場面を設けることで、学習を
見取ることができ、３つの観点に基づいた「指導と評価の一体化」が実現できる
ようにしている。

おもに
特色３ p.29-40

第一号
幅広い知識と教
養を身に付け、
真理を求める態
度を養い、豊か
な情操と道徳心
を 培 う と と も
に、健やかな身
体を養うこと。

時代像イラストや理解しやすい本文、ビジュアルな資料により、意欲的に学びに
向かう態度を育成
⃝大きなイラストで各時代の社会の様子を概観する特設「タイムトラベル」を、各時

代のはじめに設け、イラストの読み解きや「歴史的な見方・考え方」を働かせる活
動を通じて、当時の社会への興味・関心を高め、学びに向かう意欲を喚起でき
る。（p.26-27、36-37、52-53、64-65、90-91、114-115、134-135、184-
185、236-237、250-251、276-277全12テーマ）

⃝日本と世界のつながりが重視される時代では、特設「世界とのつながりを考え
よう」を設け、ワイドなイラストと世界地図を通じて外国の歴史や文化に興味・
関心を高め、学習に向かう意欲を喚起できる。（p.44-45、50-51、78-79、
110-111、168-169、172-173全6テーマ）

⃝巻頭「歴史的な見方・考え方」では、学習指導要領で示された「歴史的な見方・
考え方」を、例を用いて紹介し、学習上での働かせ方を確認・整理できる。（巻
頭８）また、「見方・考え方」アイコンを「タイムトラベル」や「学習を振り返ろう」
などに設け、生徒の思考力を養うことができる。（p.135、159、169など全
28か所）

⃝全体を通して、時代の特色がわかる写真や資料を豊富に掲載し、歴史的な背景
がわかる丁寧な記述にすることで、生徒が興味・関心をもって学習に取り組め
るようにしている（全編）

おもに
特色１ p.5-22
および p.49-52

第二号
個人の価値を尊
重して、その能
力を伸ばし、創
造性を培い、自
主及び自律の精
神を養うととも
に、職業及び生
活との関連を重
視し、勤労を重
んずる態度を養
うこと。

資料を活用する活動や思考を深める活動を通じて、自主・自律の精神をもって創
造に取り組む資質を育成
⃝「技能をみがく」では、資料や図表の見方といった基礎的・基本的な技能に加

え、調査の方法や多面的・多角的に分析する力を習得できる。（p.11、157、
205など全14か所）

⃝巻頭９「考えを整理する方法～思考ツールを活用しよう～」では、学習で有用な
思考ツールを紹介している。特設「アクティブ歴史」のパフォーマンス課題や「学
習を振り返ろう」の単元のまとめの活動では、思考ツールを多用しており、実
際の学習活動を通じて、考えを深めることができる。（巻頭９、p.204、159など）

⃝「人物コラム」では歴史上の人物たちの主体的な取り組みや、当時の社会的課題
へのアプローチを学ぶことによって、自主・自律の精神を養うことができる。

（p.197、249、297など全49か所）

おもに
特色２ p.23-28
特色３ p.29-40
特色５ p.45-48
および p.49-52
　　　 p.57-58

教育基本法第二条 特に意を用いた点や特色　　　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

⃝インクルーシブ教育に配慮し、誰でも読み取りやすい書体（ユニバーサルデザ
インフォント）や色調を導入することで、さまざまな特性をもつ生徒の価値を
尊重して、その能力を伸ばせるようにしている。（全編）

⃝二次元コードを随所に設置し、授業以外においても生徒が自主的に活用でき
る。（巻頭6、裏表紙など全64か所）

おもに
特色２ p.23-28
特色３ p.29-40
特色５ p.45-48
および p.49-52
　　　 p.57-58

第三号
正義と責任、男
女の平等、自他
の敬愛と協力を
重んずるととも
に、公共の精神
に基づき、主体
的に社会の形成
に参画し、その
発展に寄与する
態度を養うこと。

資料をもとにして議論を行う活動や現代社会の諸課題を考察する活動を通じて、
社会参画に向けた態度と資質を育成
⃝パフォーマンス課題を設定したアクティブ・ラーニング型の授業を行える「ア

クティブ歴史」では各種資料をもとにした対話的な学習を通じて、主体的・対
話的で深い学びを実現できるようにしている。特に近代以降では、当時の社会
で見られた課題について、さまざまな資料や意見を比較・選択する活動を通
して、社会の多様性を理解するとともに、自他の敬愛と協力を重んじ公共の
精神に基づく正義感や責任感を養える。（p.34-35、76-77、156-157、204-
205、248-249全５か所）

⃝「学習を振り返ろう」で「『これからの社会を構想しよう』への準備」を設け、各
時代の特色と現代社会の諸課題を関連付ける活動ができる。（p.62、104、
160、226、274、306全６か所）また、最終単元「これからの社会を構想しよう」
では、これらの活動を整理した上で現代社会の諸課題について解決策を考える
ことで、歴史的な背景を踏まえた、社会参画への態度を養える。（p.307-309）

おもに
特色３ p.29-40
特色４ p.41-44

第四号
生命を尊び、自
然を大切にし、
環境の保全に寄
与する態度を養
うこと。

人権や環境・エネルギー、防災などに関する過去の取り組みについて豊富に掲載
し、持続可能な開発目標（SDGs）の意義への理解を促進
⃝持続可能な開発目標（SDGs）と歴史の関連を意識できる「未来に向けて」を、特

設で２か所、コラムで63か所設け、人権獲得に向けた取り組みや、過去に行わ
れた環境保全、自然災害への対策などについて積極的に取り上げている。歴史
上のさまざまな取り組みを知ることで、SDGsへの理解が深まるように配慮し
ている。（p.39、49、93、巻末2など全65か所）

おもに
特色４ p.41-44

第五号
伝統と文化を尊
重し、それらを
はぐくんできた
我が国と郷土を
愛 す る と と も
に、他国を尊重
し、国際社会の
平和と発展に寄
与する態度を養
うこと。

各時代の地域の営みや政治・経済と結びついた文化を豊富に紹介し、日本の伝統
と文化への理解を促進
⃝特設「歴史を探ろう」、コラム「地域史」では、歴史の主要な舞台とは異なる地域

事例を紹介し、各地の文化や産業の理解を促し、当時の社会の様子についてさ
まざまな視点で捉えることができる。（「歴史を探ろう」：p.82-83、216-217、
260-261など全11か所/「地域史」：p.112、148、201など全16か所）

⃝各時代の文化史を、原則１単元４ページにわたって紹介し、文化財などの写真
を豊富に掲載している。また、政治・経済と文化を結びつけた本文から、歴史
的な背景を踏まえて、日本の伝統と文化への理解を深めることができる。（全編）

⃝日本と世界のつながりが重視される単元に、特設「世界とのつながりを考えよ
う」を設け、日本の歴史に関連する世界の動きを理解することで、国際的な視
野に立って自国の風土や特色を捉えることができる。（p.44-45、50-51、78-
79、110-111、168-169、172-173全６か所）

⃝古代から現代まで、琉球とアイヌ民族について記述することで、独自の歴史や
文化への理解を、尊重する態度を養える。（ｐ.88-89、130-131、196-197な
ど全13か所）

⃝「歴史を探ろう　日本の領土画定と近隣諸国」では、近隣諸国との歴史的経緯を
丁寧に記述し、それに関する開国以来の日本政府の取り組みが国際法に則った
ものであることが理解できる。（ｐ.286-287）

おもに
特色１ p.5-22
特色２ p.23-28

下表のExcelデータは
こちら

特
色
一
覧

教
育
基
本
法
と
の
対
応
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❷検討の観点から見た内容の特色
特色一覧

観点 観点の内容 『社会科 中学生の歴史』の特色　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

教
育
基
本
法

と
の
対
応

教育基本法との
対応が十分には
かられているか。

⃝教育基本法第一条の目標および教育基本法第二条第一～五号に示された内容について、社会科
の目標や学習内容に沿った指導を効果的に行うことができるように構成されている。

おもに
p.63-64

学
習
指
導
要
領
と
の
対
応

学習指導要領の
目標・内容の趣
旨に沿ったもの
であるか。

⃝単元構成は、学習指導要領の目標・内容に沿って構成されている。「もくじ」「教科書を活用し
た学び方」では、単元構成と学習内容、各種コーナーの意図や役割が一望でき、学習の位置づ
けや見通しがつかみやすいように工夫されている。また、「歴史的分野の学習の全体像」では、
小学校や他分野との関連を含めて、学習全体を見わたせるようになっている。（巻頭3-7）

⃝「章扉」、時代の特色が一望できる「タイムトラベル」、章・節ごとの単元を貫く問い、歴史の流
れがわかる本文、単元最後の「学習を振り返ろう」のように、単元が構造化され、見通し・振り
返りに基づいた単元の学習を確実に実践できるように工夫されている。

⃝「歴史的な見方・考え方」を整理したページを設けて、歴史的分野の全体を通して鍛えていく
「見方・考え方」が、わかりやすく説明されている。「タイムトラベル」や「学習を振り返ろう」で
は作業課題などで「歴史的な見方・考え方」を働かせることを促し、社会的事象を多面的・多角
的に考える力が身に付けられる。（巻頭8、p.90-91、158-160など）

⃝知識が確実に習得できるよう丁寧な本文とし、本文の理解を促す資料を適宜設置している。ま
た、基礎的な技能が身に付く「技能をみがく」コーナーが随所に盛り込まれ、公民としての資
質・能力の基礎を育成できるよう配慮されている。

⃝「世界とのつながりを考えよう」を設置しており、世界と日本とのつながりがよりわかりやすく
なるように整理・工夫されている（p.44-45、50-51、78-79、110-111、168-169、172-
173）。世界の古代文明の記述や世界地図が充実し、日本への影響や関連がわかるように工夫さ
れている。（p.40-41、44-45、46-47など）

おもに
特色１ p.5-22
特色２ p.23-28
特色３ p.29-40
および p.49-52

内
容
の
配
列
・
分
量
・
程
度

全体の分量は、
年間標準時数か
ら見て適切か。
各単元の配当時
数は適切か、系
統性が考慮され
ているか。

⃝１見開き１単位時間(以下、時間)の授業が想定され、学習課題が明確に設定されている。
⃝授業数は、第１章に11時間、第２章に20時間、第３章に16時間、第４章に21時間、第５章

に26時間、第６章に19時間、第７章に14時間、教科書最後の「これからの社会を構想しよう」
に３時間が配当され、標準授業時間数135時間のうち130時間を活用する配当で、適切である。
予備時間は５時間設けられている。

おもに
特色３ p.29-40

内容の程度・範
囲 お よ び 文 章
は、生徒の発達
段階から見て適
切か。

⃝本文は、具体的に例示したり、歴史的事象の背景や因果関係までわかるようにしたりするなど、
丁寧でわかりやすくなっている。また、平易な表現にするなど、中学生の発達段階が考慮されている。

⃝本文、図版タイトル、全ての人名、キャプションの難しい漢字にはふりがなが付されている。
また、固有名詞・歴史用語には適宜ふりがなが付されており、用語や熟語が正しく読めるよう
に配慮されている。

⃝文体は「です、ます」調の語り口で、生徒に親しみやすいように配慮されている。
⃝中学校学習指導要領の学習範囲を逸脱せず、基本的な用語や概念の理解を優先的に学べるよう

になっている。

おもに
特色２ p.23-28
特色３ p.29-40

学習を効果的か
つ効率的に進め
るための工夫が
なされているか。

⃝各見開きは、本文、資料、側注などが統一されたレイアウトで配置され、紙面の使い方が整
理されている。学習内容が定着するよう、「導入→学習課題→本文→確認しよう・説明しよう」
という展開で統一し、構造化されている。

⃝本文と資料の関連する箇所には、図･写真や他ページへの適切な参照指示が記載され、学習効
果を高めるとともに、効率よく資料の活用ができるように工夫されている。

⃝各見開きでは、学習している時代がわかるように、時代ごとに色が統一されている。紙面右端
の時代を表す「年表インデックス」は、見返しに設置した「日本の歴史」および「世界の歴史」年表
と対応しており、時系列を確認しながら学習できるように工夫されている。

⃝用語解説や関連資料が本文のページの側注欄に掲載されており、ページ間を移動する時間が省
け、生徒が集中力を切らさないで授業を進められる。

おもに
特色３ p.29-40

内
容
の
扱
い
／
学
習
活
動

課題解決的な学
習を行うための
構成・工夫がな
されているか。

⃝単元を貫く「章の問い」、「節の問い」、各見開きの「学習課題」「確認しよう」「説明しよう」、章末
の「学習を振り返ろう」というように問いが構造化され、単元を通してそれぞれの問いを考えて
いくことで、課題解決的な学習ができる構成になっている。

⃝「学習を振り返ろう」では、「章の問い」に対して「歴史的な見方・考え方」を働かせて考える作業
課題より、課題解決的な学習ができる工夫がなされている。（p.158-160など）

⃝「アクティブ歴史」では歴史的事象を考察し、解決への取り組みを考えるパフォーマンス課題を
設定している。（ｐ.34-35、76-77、156-157、204-205、248-249）

おもに
特色３ p.29-40
および p.49-52

観点 観点の内容 『社会科 中学生の歴史』の特色　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

内
容
の
扱
い
／
学
習
活
動

「主体的・対話的
で深い学び」を実
現するための構
成・工夫がなさ
れているか。

⃝「タイムトラベル」、「世界とのつながりを考えよう イラスト編」では、大きなイラストや重要
な場面を探し出す「次の場面を探してみよう！」などの工夫で、生徒の興味・関心を引き出し、
主体的・対話的な学習活動にも使えるよう工夫されている。

⃝「世界とのつながりを考えよう 地図編」では地図上からイラストを探し出す「やってみよう」な
どの工夫で、世界の歴史が一望しやすいよう工夫されている。

⃝単元を貫く「章の問い」、「節の問い」、各見開きの「学習課題」「確認しよう」「説明しよう」、章末
の「学習を振り返ろう」というように問いが構造化され、単元のまとまりの中で「主体的・対話
的で深い学び」が実現できる構成になっている。

⃝本文のページの導入資料では、写真や資料に対して中学生に親しみやすいキャラクターが吹き
出しで疑問を投げかけており、導入資料を用いて対話的な学習ができるよう工夫されている。

⃝本文のページは左ページ上段に導入資料、右ページ上段に図版、写真、コラムを配置し、下部
に本文を掲載する学習しやすいレイアウトで統一されている。また、相互にリンクが張られ、
資料が活用しやすいよう工夫されている。

⃝「タイムトラベル」は単元のはじめで時代の特色を見通し、本文と関連付けて活用し、「学習を
振り返ろう」のイラストの眺め直しで時代の振り返りができるよう工夫されている。

⃝「学習を振り返ろう」では、学習した知識をもとに、「歴史的な見方・考え方」を働かせながら主
体的・対話的に「章の問い」を振り返ることで、「深い学び」につなげられるよう配慮されている。

⃝第１章第２節「歴史の調べ方・まとめ方・発表のしかた」では調査テーマの決め方、調査手順の
まとめ方、発表のしかたなどが具体的に示されており、生徒が主体的に考え、対話的に学習を
進められるよう配慮されている。（p.8-13）

⃝「アクティブ歴史」では、正解のない課題解決型学習を通して、意見交換や発表をする対話的
な学習を多く設定している。対話的な学習を通して、課題に粘り強く向き合い、さまざまな
立場を踏まえて合意形成を目指す態度を身に付けられるように工夫されている。（ｐ.34-35、
76-77、156-157、204-205、248-249）

⃝対話を促す「対話アイコン」を設置している。対話的な学びを通して、自身の考えをより深める
とともに、他者の意見を尊重する態度を身に付けられるように工夫されている。

おもに
特色１ p.5-22
特色３ p.29-40
および p.49-52

基礎的・基本的
な「知識および技
能」を確実に習得
するための工夫
がなされている
か。

⃝見開き１時間の紙面が、興味・関心を引く「導入」→学習を見通せる「学習課題」→丁寧でわかり
やすい「本文」→学習内容を振り返る「確認しよう」「説明しよう」の展開で構造化され、基礎的・
基本的な知識および技能が確実に習得できるようになっている。

⃝章の冒頭にある「章扉」、各時代の冒頭にある「タイムトラベル」のイラストや資料から学習内容
を見通し、「学習を振り返ろう」で学習内容を振り返る学習活動ができる。

⃝本文は、全編にわたり歴史的事象の背景や影響がわかるように因果関係をふまえた上で、具体
例を挙げながらわかりやすく記述されている。また、文章で書かれた内容を補足し理解を促進
する図解や写真が多数掲載されている。

⃝「技能をみがく」コーナーが14か所設けられ、「歴史的な見方・考え方」を働かせる上で必要な
基礎的な技能が習得できるよう配慮されている。（p.7、8、10、35、39など）

⃝第１章「歴史の調べ方・まとめ方・発表のしかた」では調査テーマの決め方、調査手順、必要な
技能が系統だてて具体的に示されており、技能を習得しやすいように配慮されている。（p.8-13）

⃝本文側注およびQRコンテンツの中に用語解説が用意されている。

おもに
特色１ p.5-22
特色２ p.23-28
特色３ p.29-40
および p.49-52

深い学びを実現
させるための「思
考力・判断力・
表現力等」を育成
するための配慮
がなされている
か。

⃝「タイムトラベル」は、異なる時代どうしを比較して考察できるようになっており、思考力を養
えるように配慮されている。

⃝同じ時期の「世界とのつながりを考えよう イラスト編」と「タイムトラベル」を比較して考察で
きるようになっており、相互の関連を捉えられるように配慮されている。

⃝本文のページの見開き右下には、「確認しよう」と「説明しよう」が設置されている。「確認しよ
う」には本時の学習での習得事項を確認する作業課題が、「説明しよう」には本時の学習内容を
活用して思考を促し、自分なりに判断・表現する問いが設けられている。これにより言語活動
を毎時間くり返し行い、思考力・判断力・表現力を育成できるよう配慮されている。

⃝各章末には「学習を振り返ろう」が配置され、章の学習で得た知識・技能を生かして、「歴史的
な見方・考え方」を働かせつつ、単元を貫く問いに対して思考・判断・表現する課題が設けら
れている。また、思考ツールを用いて自分の考えを整理、構造化できるように配慮されている。

⃝学習内容と関連する歴史的事象を題材にした「アクティブ歴史」が５テーマ設けられ、一つのテー
マについて資料をもとに生徒が自分なりに思考・判断し、表現できるように配慮されている。

おもに
特色１ p.5-22
特色３ p.29-40

「 思 考 力 ・ 判 断
力・表現力等」の
育成につながる
社会的な見方や
考え方を働かせ
るための配慮が
なされているか。

⃝学習指導要領で重視されている「歴史的な見方・考え方」を整理したページを設けて、歴史的分
野の全体を通して働かせる見方・考え方が、わかりやすく説明されている。（巻頭8）

⃝「タイムトラベル」では「見方・考え方」が設けられ、「歴史的な見方・考え方」を働かせながら時
代の特色を考えることができる。（p.134-135など）

⃝「世界とのつながりを考えよう」では「見方・考え方」が設けられ、「歴史的な見方・考え方」を働
かせながら、世界の歴史の特色や日本との関連を考えることができる。

⃝「学習を振り返ろう」では、異なる二つの時代の「タイムトラベル」の眺め直しや話し合いを促す
工夫で、「歴史的な見方・考え方」を働かせられるように工夫されている。（p.159など）

⃝巻末2には世界の歴史年表が設置され、巻頭ページや各ページ右端の日本の歴史年表と比べる
ことで「歴史的な見方・考え方」を働かせられるように工夫されている。

⃝「歴史的な見方・考え方」を働かせて考察するための視点を示す「見方・考え方アイコン」を設
置している。（p.135、156、169など全28か所）

おもに
特色１ p.5-22
特色３ p.29-40
および p.49-52

下表のExcelデータは
こちら

特
色
一
覧

検
討
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観
点
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ら
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た
内
容
の
特
色
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観点 観点の内容 『社会科 中学生の歴史』の特色　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

内
容
の
扱
い
／
学
習
活
動

生徒の興味・関
心を喚起させ、

「主体的に学習に
取り組む態度」を
育成する配慮が
なされているか。

⃝幅広の判型(AB判)で、写真や地図、年表などが大きく見やすく提示され、歴史への興味・関
心が喚起されるように工夫している。

⃝時代の冒頭に、時代の様子が生き生きと描かれたイラスト「タイムトラベル」が設けられ、世界
とのつながりが重視される単元には特設「世界とのつながりを考えよう イラスト編」が設けら
れ時代への興味・関心を高めてから学習に入ることができるようになっている。「次の場面を
探してみよう！」で重要な歴史事象を読み取り、本文の学習課題と関連付けられるなど、学習
に意欲的に取り組めるように配慮されている。また「さくいんグリッド」などの工夫がなされ、
主体的に学習に取り組めるように配慮されている。

⃝「世界とのつながりを考えよう 地図編」では、「やってみよう」を設け、地図上からイラストを
探す活動から、世界の中の日本を捉えられるよう工夫されている。

⃝生徒にとって親しみやすい中学生のキャラクターが各ページに配置され、発問や気付き、学習
の手がかりや示唆などを提示することで、主体的に学習に取り組めるように配慮されている。

⃝章の冒頭の「章扉」には、時代を象徴する資料を大きく掲載している。
⃝各見開きの左上に、本時の導入となる資料が設けられている。ワイドな写真から時代のイメー

ジをつかんだり、驚きや疑問をもったりして、学習への意欲を引き出せるようになっている。

おもに
特色１ p.5-22
特色３ p.29-40

小学校・高等学
校との接続や関
連に配慮がなさ
れているか。

⃝巻頭2の右端には小学校で学習するおもな出来事を中心に構成した日本の歴史年表が設置さ
れ、各見開きの紙面の右端につけたインデックスと関連させることで、中学校での歴史学習
にスムーズに入れるよう工夫されている。

⃝第１章「歴史のとらえ方と調べ方」には、小学校の学習指導要領で示されたおもな人物や出来事
を振り返るイラストや年表が設けてあり、中学校での歴史学習に向けた橋渡しとなるように
配慮されている。

⃝各章の冒頭の「章扉」に「小学校で学んだ人物と主な出来事」の年表が設置され、小学校で学んだ人
物と出来事を確認することで、これから学習する内容にスムーズに入れるように工夫されている。

⃝本文のページ脚注欄には「小学校・地理・公民・他分野との関連」コーナーが設けられ、小学校
で学習した内容を確認できるよう、関連用語が提示されている。（全編）

⃝資料には「小・地・公アイコン」が設けられ、小学校の学習と関連した資料であることを確認で
きる。（全編）

おもに
特色３ p.29-40
および p.53-54

他分野との接続
や関連に配慮が
なされているか。

⃝本文ページ脚注欄には「小学校・地理・公民・他教科との関連」コーナーが設けられ、地理的分
野・公民的分野との接続ができるよう、関連用語が提示されている。また、資料には「小・地・
公」アイコンが付され、地理的分野、公民的分野との関連を確認できる。（全編）

⃝積極的に地図が取り入れられており、地理的分野との接続が考慮されている。
⃝地図帳の活用が効果的な場面には「地図帳活用アイコン」を付し、地図帳の活用を促している。
⃝「環境・エネルギー」「情報・技術」「人権・多文化」「平和・安全」「伝統・文化」「防災」といっ

た、現在および将来の社会が直面する課題の歴史的経緯を取り上げたコラム「未来に向けて」
が63か所設置され、公民的分野への接続が考慮されている。

⃝「アクティブ歴史」では地理的分野や公民的分野とも関連するテーマを設定し、他分野の学習と
関連する視点も提示されている。（p.248-249など）

⃝最終章の「これからの社会を構想しよう」では歴史での学習事項を「現在」「SDGs」とつなげて考
える活動を設定し、公民的分野への接続としている。

おもに
特色３ p.29-40
特色４ p.41-44
および p.52-56

我が国の伝統・
文化、宗教に対
する理解を深め
られる配慮がな
されているか。

⃝文化史のページでは、絵画・建築物・仏像などの資料を大きく掲載したり、当時の文化や文化
を生み出した社会的背景について丁寧に記述したりして日本の伝統・文化、宗教に対する理
解が深められるように配慮されている。

⃝琉球とアイヌ民族についての記述が充実し、多文化が尊重される社会を意識できるように配慮
されている。（p.31、88-89、130-131、198-199など）

おもに
特色２ p.23-28

我が国の領土・
領域を正しく理
解できる配慮が
なされているか。

⃝特設ページ「歴史を探ろう　日本の領土画定と近隣諸国」において、日本の領土画定と領有をめ
ぐる諸課題について北方領土、竹島、尖閣諸島のそれぞれの歴史的経緯がわかるようにまと
められている。(p.286-287)

おもに
特色２ p.23-28
および p.53-56

補充的な学習や
発展的な学習に
対して、そのよ
うな工夫・配慮
がなされている
か。

⃝具体例を交えた本文やそれを補足する図解などによって、基礎的・基本的な学習内容が定着
し、補充的な学習を行いやすくなっている。

⃝５か所に設置された「アクティブ歴史」では、協働的な学びが実践できる工夫により、学習を一
層深められるようになっている。（p.34-35、76-77、156-157、204-205、248-249）

⃝第１章「歴史の調べ方・まとめ方・発表のしかた」では、協働学習形態の提示が行われている。
（p.8-13）

⃝「アクティブ歴史」では、習得した知識を活用してパフォーマンス課題に取り組むことができ
る。（p.34-35、76-77など）

おもに
特色３ p.29-40
特色４ p.41-44
および p.49-52

生徒が家庭でも
主体的に自学自
習できる配慮が
なされているか。

⃝教科書の冒頭には「教科書を活用した学び方」「タイムトラベルの学習のしかた」が掲載され、自
学自習がしやすいよう配慮されている。(巻頭5-9、p.14)

⃝QRコンテンツでは、学習内容に関連する動画や「学習を振り返ろう」の解答などが閲覧でき、
生徒が自学自習しやすいように工夫されている。(巻頭6など全64か所)

おもに
特色５ p.45-48

今
日
的
な

課
題
へ
の
対
応

環 境 教 育 に 関 し
て、どのような配
慮がなされている
か。

⃝コラム「未来に向けて　環境・エネルギー」が９か所設置され、資源の保護や環境保全に取り組
んだ人々の姿が紹介されている。（p.121「大規模建築と森林伐採」、p.155「江戸のごみを利用
した農業」など）

おもに
特色４ p.41-44

観点 観点の内容 『社会科 中学生の歴史』の特色　　※（青字）は教科書のページ 本資料での
特色と掲載ページ

今
日
的
な
課
題
へ
の
対
応

防災に関して、
どのような配慮
がなされている
か。

⃝コラム「未来に向けて　防災」が８か所設置され、自然災害に立ち向かった人々の姿が紹介され
ている。（p.97「自然を生かした信玄堤」、巻末2「歴史から防災を学ぼうー神戸市を例に」など）

おもに
特色４ p.41-44

人 権 ・ 平 和 教
育の推進のため
に、どのような
配慮がなされて
いるか。

⃝コラム「未来に向けて　人権・多文化」が22か所設置され、人権に関する諸課題の経緯につい
て紹介されている。（p.93「中世の老人と子ども、女性」、p.201「自由は土佐の山間より」など）

⃝コラム「未来に向けて　平和・安全」が15か所設置され、人々が平和に向けてどのように取り
組んできたのかが紹介されている。（p.255「芸術に込めた反戦の意志」、p.263「ドイツのユダ
ヤ人迫害に抵抗した日本人」）

おもに
特色４ p.41-44

グローバル化に
関して、どのよ
うな配慮がなさ
れているか。

⃝第７章第３節「これからの日本と世界」では、グローバル化が進む世界と日本について、歴史的
経緯や課題を学習できる本文記述がなされている。（p.298-303）

⃝コラム「未来に向けて　世界に広がる日本の文化」を設定している。（p.298）

おもに
特色１ p.5-22
特色４ p.41-44

少子高齢化に関
して、どのよう
な配慮がなされ
ているか。

⃝第７章第２節「４日本の社会と国際関係の変化」では、少子高齢化の社会的背景や影響につい
て、現代社会が抱える課題として考えられるように記述されている。（p.292）

おもに
特色２ p.23-28
特色４ p.41-44

情 報 化 に 関 し
て、どのような
配慮がなされて
いるか。

⃝第７章第３節「３国際社会におけるこれからの日本」では、社会の新たな潮流について、人やモ
ノ・情報の移動や交流が活発になった一方で、反グローバル化の動きや国際情勢にもふれて、
今後の課題について考えられるように記述されている。（p.302）

おもに
特色４ p.41-44

「持続可能な開発
目標」（SDGs）に
関して、どのよ
うな配慮がなさ
れているか。

⃝先人の取り組みを未来につなげるためのコラム「未来に向けて」がSDGｓに通ずる「環境・エネ
ルギー」「情報・技術」「人権・多文化」「平和・安全」「伝統・文化」「防災」の観点で63か所設置さ
れている。（p.139「森林伐採と植林」など）

⃝「これからの社会を構想しよう」ではSDGsについて、社会的な課題として主体的・対話的に考
えられる工夫がなされている。（p.307-309）

おもに
特色４ p.41-44

表
記
・
表
現

統計、挿絵、写
真、図表などは
鮮明、正確かつ
適切であり、相
互の関連がはか
られるなど学習
効果を高めるた
めの工夫がなさ
れているか。

⃝本文の記述を補足する写真や図表などが大判で豊富に掲載され、学習を深められるようになっ
ている。 

⃝学習内容に関連する事項についての参照ページ、参照資料の図番号、「タイムトラベル」への参
照記号などのリンク機能が設けられ、資料の活用を促している。 

⃝資料の読み取りのポイントを示した「資料活用」アイコンが随所に設置されている。 
⃝さまざまな時代や場面で日本の歴史に足跡を残した人物を紹介する「人物コラム」のコーナーが

側注欄に49名分設けられ、歴史により親しみが持てるように工夫されている。また、巻末には、
教科書で扱っている人物を検索できる「人物さくいん」が311人分設けられている。（p.310-
311） 

⃝歴史的分野の学習に必要な用語を解説した「解説」のコーナーが側注欄に51項目設けられてい
る。文章だけでは理解しづらい用語には、図解や写真が添えられて視覚的に理解が深まるよう
に工夫されている。（p.162側注「近代の政治体制」など）

おもに
特色１ p.5-22
特色２ p.23-28
特色３ p.29-40
特色５ p.45-48

特別支援教育や
インクルーシブ
教育に対して適
切な配慮がなさ
れているか。

⃝本文や図版などでは、文字をはっきり読み取ることができるユニバーサルデザインフォント
（UDフォント）が使用され、誤読を防ぐように配慮されている。

⃝見開きのデザインや、グラフ・地図などの資料には、色覚特性をもつ生徒も識別しやすい色や
模様が使用され、カラーユニバーサルデザインの配慮がなされている。

⃝色数の多いグラフや地図には、模様や線種、記号などが使用され、色以外での区別ができるよ
うに配慮されている。

⃝図版が色で囲まれ、どこまでが同一の図版か読み取りやすいように配慮されている。 
⃝各見開きのデザインは、生徒が学習しやすいように本文、資料、側注などが統一されたレイア

ウトで整理されている。 
⃝見開きごとに学習内容の時期を着色した年表が右端に設置され、一目で学習している時代がわ

かるように配慮されている。 
⃝反射を抑えた紙が用いられ、読み取りやすくなるように配慮されている。

おもに
特色３ p.29-40
および p.57-58

印
刷
・
装
丁
等

紙質や印刷の鮮
明さなど、生徒
の利便性への配
慮がなされてい
るか。

⃝写真の印刷は鮮明で見やすくなっている。 
⃝地図などの図版は、記号や注記文字が明瞭で読み取りやすいように配慮されている。 
⃝紙は、反射を抑えつつ、鮮明に発色して裏写りせず、かつ文字も書き込める軽量なものが使用

されている。 
⃝生徒が家庭に持ち帰ることを想定し、軽い紙が用いられている。

おもに
p.57-58

造本は３年間の
使用に耐えられ
る配慮がなされ
ているか。

⃝表紙の材料は引っ張り、折りなどに強い用紙が使用され、さらに、表面の摩耗・汚れを防ぐた
めにポリプロピレンシートが貼られており、長期間の使用に耐えられる。 

⃝製本は、針金綴じよりも強度があり、かつ重量の軽いPUR製本が用いられている。これにより
本が大きく開くため、机の上に開いたまま置くことができる。

用 紙 ・ イ ン キ 等
は、環境への配慮
がなされているか。

⃝古紙および環境に優しいフレッシュパルプが用いられている。インキには国産米の米ぬかから
作られるライスインキが使用され、環境保全への配慮がなされている。 

⃝針金を使わないPUR製本により、資源を節約すると同時に、リサイクルしやすくなっている。

サ
ポ
ー
ト
体
制

デジタル教科書・
教材や教師用指導
書などのサポート
体制はどのように
なっているか。

⃝学習者用デジタル教科書、学習者用デジタル教科書＋教材、指導者用デジタル教科書（教材）、
教師用指導書、拡大教科書が令和７年４月までに発刊される予定である。

おもに
p.59-62

特
色
一
覧

検
討
の
観
点
か
ら
見
た
内
容
の
特
色
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『社会科 中学生の歴史』の『社会科 中学生の歴史』の
全体構成（もくじ）全体構成（もくじ）

部・章・節 おもな内容 教科書
ページ

本資料での
掲載ページ

巻頭

未来に向けて　
よりよい社会を目指して

巻頭
1-2 41

教科書を活用した学び方 巻頭5-6 —
歴史的分野の学習の全体像 巻頭7 —
歴史的な見方・考え方 巻頭8 49
考えを整理する方法
～思考ツールを活用しよう~ 巻頭9 36

第１章 歴史のとらえ方と調べ方 2-3 —
第１節 歴史の流れと時代区分 4-7 —

第２節 歴史の調べ方・まとめ方・発表
のしかた 8-14 —

古代

第２章 古代国家の成立と東アジア 15 —
第１節 人類の登場から文明の発生へ 16-25 —

第２節

タイムトラベル①② 26-27 11-12
東アジアのなかの倭（日本） 28-33 —
アクティブ歴史　
前方後円墳の役割を考察する 34-35 —

第３節

タイムトラベル③ 36-37 11-12
中国にならった国家づくり 38-49 —
世界とのつながりを考えよう 
地図編① 44-45 19-20、

21-22
世界とのつながりを考えよう 
イラスト編① 50-51 15-16、

21-22

第４節
タイムトラベル④ 52-53 11-12
展開する天皇・貴族の政治 54-59 —

学習を振り返ろう 60-62 —

中世

第３章 武家政権の成長と東アジア 63 —

第１節

タイムトラベル⑤ 64-65 11-12
武士の世の始まり 66-75 —
アクティブ歴史　
武士の暮らしから考察する 76-77 —

第２節

世界とのつながりを考えよう 
地図編② 78-79 —

武家政権の内と外 78-89 25-26
歴史を探ろう　
東アジアに開かれた窓口 博多 82-83 —

第３節
タイムトラベル⑥ 90-91 1-2、11-12
人々の結びつきが強まる社会 92-101 —

学習を振り返ろう 102-104 —

近世

第４章 武家政権の展開と世界の動き 章扉 29、32

第１節
大航海によって結びつく世界 106-113 —
世界とのつながりを考えよう 
地図編③ 110-111 —

第２節
タイムトラベル⑦ 114-115 11-12
戦乱から全国統一へ 116-123 —

第３節
武士による全国支配の完成 124-131 25-26
歴史を探ろう　
琉球とアイヌ民族の暮らし 132-133 —

第４節
タイムトラベル⑧ 134-135 5-12、29、

32
天下泰平の世の中 136-145 —
歴史を探ろう　昆布ロードと北前船 142-143 —

部・章・節 おもな内容 教科書
ページ

本資料での
掲載ページ

近世
第５節

社会の変化と幕府の対策 146-153 27-34
歴史を探ろう　
世界有数の百万都市 江戸 154-155 —

アクティブ歴史　
赤穂事件を考察する 156-157 39-40

学習を振り返ろう 158-160 31、35-
38、43

近代
前半

第５章 近代国家の歩みと国際社会 161 37-38

第１節

欧米諸国における近代化 162-175 —
世界とのつながりを考えよう 
イラスト編② 168-169 13-14、

17-18
世界とのつながりを考えよう 
地図編④ 172-173 —

第２節 開国と幕府の終わり 176-183 —

第３節

タイムトラベル⑨ 184-185 11-12、
17-18

明治政府による近代化の始まり 186-191 —
歴史を探ろう　
世界に開かれた港 横浜 192-193 —

第４節

近代国家への歩み 194-203 —
歴史を探ろう　
移住と開拓が進む北海道 198-199 —

アクティブ歴史
『三酔人経綸問答』を考察する 204-205 —

第５節 帝国主義と日本 206-213 —

第６節
アジアの強国の光と影 214-223 —
歴史を探ろう　

「絹の道」と日本の製糸業 216-217 23

学習を振り返ろう 224-226 —

近代
後半

第６章 二度の世界大戦と日本 227 —

第１節 第一次世界大戦と民族独立の
動き 228-235 —

第２節

タイムトラベル⑩ 236-237 11-12
高まるデモクラシーの意識 238-245 —
歴史を探ろう　
発展する産業都市 大阪・神戸 246-247 —

アクティブ歴史　
「母性保護論争」を考察する 248-249 —

第３節

タイムトラベル⑪ 250-251 11-12
戦争に向かう世論 252-259 —
歴史を探ろう　
長野県から見る満州移民 260-261 —

第４節
第二次世界大戦の惨禍 262-271 —
歴史を探ろう　
戦場となった沖縄 268-269 —

学習を振り返ろう 272-274 —

現代

第７章 現在に続く日本と世界 275 —

第１章
タイムトラベル⑫ 276-277 3、11-12
敗戦から立ち直る日本 278-283 —

第２節
世界の多極化と日本の成長 284-297 —
歴史を探ろう　
日本の領土画定と近隣諸国 286-287 —

第３節 これからの日本と世界 298-303 —
学習を振り返ろう 304-306 —

これからの社会を構想しよう 307-309 43-44

令和７（2025）年度発刊
歴史046-72
AB版　336ページ

監修者
黒田 日出男 東京大学名誉教授

小和田 哲男 静岡大学名誉教授

成田　龍一 日本女子大学名誉教授

 

著作者
相磯　達夫 神奈川県横浜市立

 中川中学校主幹教諭

上里　隆史 沖縄県浦添市立図書館元館長

梅津　正美 鳴門教育大学理事・副学長

小川原 正道 慶應義塾大学教授

　山　博子 島根県公立中学校元校長

木村　直樹 長崎大学教授

黒田　　智 早稲田大学教授

小宮　　京 青山学院大学教授

土屋　武志 愛知教育大学特別教授

時任　秀仁 神奈川県川崎市立

 御幸中学校総括教諭

奈良岡 聰智 京都大学教授

仁藤　敦史 国立歴史民俗博物館教授

水谷　哲郎 滋賀県草津市立草津中学校教諭

株式会社帝国書院 

編集委員
井上　昌善 愛媛大学准教授

江口　勇治 筑波大学名誉教授

鴛原　　進 愛媛大学教授

米田　　豊 兵庫教育大学名誉教授

阪上　弘彬 千葉大学准教授

志村　　喬 上越教育大学教授

髙岡　麻美 玉川大学教授

永田　忠道 広島大学准教授

濵野　　清 兵庫教育大学教授

細谷　美明 東京都公立中学校元校長

松岡　尚敏 宮城教育大学教授

吉田　　剛 宮城教育大学教授

吉村 功太郎 宮崎大学教授

編集協力者
井寄　芳春 大阪府立咲くやこの花中学校校長

上西　好悦 京都府久御山町立久御山中学校教諭

太田　和幸 北海道札幌市立月寒中学校校長

　山　　峻 島根県松江市立湖東中学校教諭

木村　　諭 東京都葛飾区立奥戸中学校主任教諭

小柴　　瑛 群馬県藤岡市立西中学校教諭

小林　　朗 新潟県新潟市立小合中学校教諭

坂口　洋幸 鹿児島県鹿児島市立西紫原中学校教諭

茂　　一美 静岡県浜松市立北部中学校教諭

髙倉　祐一 宮城県仙台市公立中学校元校長

長井　利光 東京都中野区立明和中学校主任教諭

中岡　隆之 大阪府堺市立大泉中学校教諭

南里　昌芳 佐賀県佐賀市立昭栄中学校主幹教諭

林原　和彦 鳥取県伯耆町立溝口中学校教諭

平山　裕人 コロポックル学びの家

矢ヶ崎　憲 山梨県北杜市立泉中学校教諭

山内　敏男 兵庫教育大学教授

山本　英明 栃木県那須塩原市立塩原小中学校校長

米津　一豊 神奈川県横浜市立六角橋中学校教諭

 

特別支援教育に関する監修・校閲者
柏倉　秀克 桜花学園大学教授

丹治　達義 筑波大学附属視覚特別支援学校教諭

防災教育に関する監修・校閲者
矢守　克也 京都大学教授

「世界とのつながりを考えよう」
イラスト編 監修・校閲者
林　　美希 富山大学講師

『社会科 中学生の歴史』著作関係者
※所属・肩書きは令和６（2024）年３月時点のもの

7069



中学校中学校  社会科Web社会科Webのご案内のご案内

本資料に掲載している内容は、一部変更となる場合があります。
本資料は、環境にやさしい再生紙・植物油インキを使用しています。
本書の無断転載・複製を禁じます。

〒101-0051　
東京都千代田区神田神保町3-29
TEL　03-3262-4795㈹
URL　https://www.teikokushoin.co.jp/
©Teikoku-Shoin Co.,Ltd.2024

帝国書院の新しい教科書と、関連する教材をご紹介しています。

帝国書院　中学校 検索
中学校社会科Webは
こちら
https://www.teikokushoin.co.jp/jhs/

令和７（2025）年度版 内容解説資料 部分サンプル


